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　大町公民館チ
ャレンジ英会話
教室では、テキ
ストやゲーム遊
び、絵本の中か
ら自然に英会話
を学ぶことを目
的に活動してい
ます。
　学年ごとにク
ラスをわけ、そ
れぞれに応じた
カリキュラムで指導しており、外国人講師との交流も月１回程
度行っています。昨年12月４日の大町公民館文化祭では、これ
までの学習の成果を発表しました。
　子どもたちは元気のよいあいさつから始まり、楽しく意欲的
に英会話に親しんでいます。

▲Merry Christmas!～Christmas Party～

　楠っ子クラブ
は、楠河小学校
の児童を対象と
して、週１回放
課後に開催して
います。地域の
指導員の協力で、
学校や家庭では
なかなか体験で
きない活動を実
施しています。
　特に昔の遊び
などは、指導員でも昔懐かしく思えますが、子どもたちにとっ
ては新鮮に感じるようです。当初は恥ずかしい様子の子どもた
ちでしたが、最近では積極的に参加し、確実に成長する子ども
たちの姿はとてもすばらしいです。保護者にも良い理解を得て
おり、今後も幅広い活動をめざしています。

▲懐かしいブチゴマ廻し

～未来を担う子どもたちのために、地域・家庭・学校が一つとなった取り組み～

まなび

あそ
び

ふれあう

のびのびが足りない。人とのきずなが足りない。

そんな子どもたちのために、安心して集え、いきいきできる居場所づくりが、いま求められています。

家庭も、学校も、地域全体が協力しあい、未来を担う子どもたちを育む、その機会や場をつくっていく

ため、平成17年度に市内７校区で実施している地域子ども教室の様子をご紹介します。

　少子化やテレビゲームの普及などにより、今の子ども
たちは学年の違う子どもや地域の人と接する機会が少な
くなっています。
　「地域子ども教室」は、子どもたちが放課後などに学
年の違う子と一緒に遊んだり、地域の人々と交流できる
機会を設け、社会全体で子どもを育む環境を充実させ、
地域の教育力の再生をめざします。

　小・中学生を対象に、地域の大人の方（高齢者、退職
教員、ＰＴＡ・愛護班関係者、スポーツ団体関係者など、
子どもの体験活動に関心がある方）が子どもたちの活動
を見守ったり、一緒に遊んだりして交流を図ります。

　放課後や土曜・日曜・祝日、また、夏休みなどの長期
休業日に開催します。

　地域の大人たちの積極的な協力を得て、グラウンドゴ
ルフ・卓球・バスケットボールなどのスポーツ活動や、
料理教室、英会話、楽器演奏、季節の行事・野外活動な
ど、体験活動や交流活動を行っています。

　例えば、学校の余裕教室や体育館、運動場、また、公
民館など、人が集まりやすく、子どもたちが安全で安心
して活動できるところです。

�広報さいじょう　2006　　３月号



　橘公民館で行
われている、た
ちばな愛ちゃん
教室は、「卓球
教室」と「公民
館で遊ぼう」の
２つの教室があ
ります。
　「卓球教室」
では、現役の卓
球選手が講師と
なり、実技やマ
ナー等の基本を指導しています。「公民館で遊ぼう」は、６人
のスタッフで構成し、毎回様々な内容で子どもたちから好評で
す。
　両教室とも、誰からも愛される“橘”のあいちゃんめざし、
楽しい週末を送っています。

▲ウラ技クッキングに挑戦しました

　ゆめチャレ教
室では、海や山
での自然体験活
動・スポーツ・
創作活動・伝承
芸能など20の教
室を開催してい
ます。夏休みや
水・土・日曜日
に小・中学生を
対象に西条公民
館や小学校、野
外で実施しています。ゆめチャレ教室が始まってから、子ども
たちや地域の大人たちが知り合うようになり、挨拶が交わされ
るようになりました。また、系統立てて学習することで知識や
技術が身についたり、作品展示をすることで地域の方に見てい
ただく機会ができ、学ぶ意欲や向上心が育ってきています。

▲海へ行こう！～近海を周遊～

　小松子ども教
室では、スポー
ツ教室や絵画教
室、工作教室、
フラワーアレン
ジメント教室な
ど全部で９つの
教室があります。
　教室のスタッ
フには、地域の
人たち49人が携
わり、交流を深
めています。スタッフ同士が人間関係を深めることで、今後の
公民館の諸事業でも大いに連携が図られることだと思います。
　また、様々な年齢の子どもたちが参加するため、スタッフも
細心の気配りの中で子ども一人ひとりが主役となるよう配慮し、
子ども相互の交流と仲間作りを図っています。

▲お手本を見ながら真剣なまなざし

　吉岡子ども教
室では、ミニバ
スケット教室、
楽器演奏体験を
毎週１回行って
います。他にも、
パットライス作
り、グラウンド
ゴルフ、餅つき
体験なども行い
ました。
　ミニバスケッ
トや楽器演奏など、指導員の熱心さもあり、驚くほど上達して
います。また、子ども同士や地域の方との触れあいから、人と
の交わりの楽しさを、パットライス作りなどは作る喜びと、両
方の勉強になりました。将来的には、地域で自立した活動を行
い、子どもたちを地域全体で育む教育力を高めていきたいです。

▲ペッタン ペッタン お餅つき

　演奏クラブで
は、子どもたち
の休日を利用し
て、丹原文化会
館に講師を招い
て、楽器の演奏
活動を行ってい
ます。
　子どもたちに
楽器を演奏する
楽しさを伝え、
他校区の子ども
たちとの交流を図りながら、表現力や協調性を養うことを目的
として活動しています。
　子どもたちは、積極的に活動に参加し、練習を重ねるごとに
上達しています。
　また、老人保健施設での演奏発表会も行いました。

▲みんなで楽しく演奏発表会♪

　子どもたちを守り育てるために、皆さんの力を活か
してみませんか。
　ぜひ一度、地域子ども教室に足を運んでみてくださ
い。この教室は、子どもたちの体験の場であるととも
に、大人にとっての「やりがい」や「生きがい」づく
りの場でもあります。
　子どもたちのために、地域デビューしてみませんか。

■問合せ
　市庁舎別館３階　市教育委員会　生涯学習課
　℡0897－56－5151内線5232

ボランティアを募集しています

� 広報さいじょう　2006　　３月号



６
期
24
年
に
わ
た
り
町
政
を
担
当
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
生
活
環
境
の
整
備
お
よ
び

生
産
基
盤
の
整
備
等
を
総
合
的
に
推
進

す
る
た
め
、
農
村
総
合
整
備
計
画
を
作

成
さ
れ
た
ほ
か
、
東
予
新
産
業
都
市
指

定
の
際
、
小
松
町
の
人
口
減
少
を
防
ぐ

た
め
、
住
宅
政
策
の
必
要
性
を
認
識
し

て
計
画
的
に
町
営
住
宅
の
建
設
に
努
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
教
育
環
境
の
整
備
・
充
実

を
図
る
た
め
、
文
教
の
町
を
宣
言
さ
れ

た
ほ
か
、
乳
幼
児
医
療
の
無
料
化
を
全

国
に
さ
き
が
け
実
施
す
る
と
と
も
に
、

新
保
健
予
防
事
業
を
実
施
し
、
住
民
の

健
康
に
関
す
る
知
識
の
高
揚
に
努
め
、

現
在
の
医
療
保
障
制
度
を
住
民
に
定
着

さ
せ
る
な
ど
、
小
松
町
の
産
業
の
振
興

と
教
育
・
文
化
・
福
祉
の
向
上
な
ど
、

町
政
各
般
に
わ
た
り
多
大
な
貢
献
を
さ

れ
ま
し
た
。

　

氏
は
、
そ
の
半
生
を
公
共
へ
の
献
身

一
筋
に
歩
ま
れ
、
地
方
自
治
の
伸
展
と

小
松
町
の
発
展
に
大
き
な
足
跡
を
残
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
ご

功
績
を
お
た
た
え
し
、
謹
ん
で
ご
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

西
条
市
名
誉
市
民
、
西
健
次
氏
が
平

成
18
年
２
月
８
日
午
前
６
時
31
分
、
永

眠
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
86
歳
で
し
た
。

　

氏
は
、
大
正
８
年
小
松
町
新
屋
敷
に

生
ま
れ
、
西
条
農
業
学
校
を
卒
業
さ
れ

ま
し
た
。

　

戦
後
、
小
松
町
職
員
を
経
て
、
昭
和  

22
年
に
小
松
町
助
役
に
選
任
さ
れ
、
戦

後
の
困
難
な
地
方
自
治
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

　

昭
和
37
年
に
推
さ
れ
て
小
松
町
長
に

就
任
さ
れ
、
第
３
代
か
ら
第
８
代
ま
で

▶
小
松
町
合
併
30
周
年
記
念
行
事
で
、

　

農
林
商
工
ま
つ
り
の
開
催
と
小
松
中

　

央
公
園
の
完
成
を
記
念
し
て
挨
拶
を

　

す
る
故
西
健
次
氏
（
写
真
中
央
）

　
　
　
　
　

昭
和
60
年
11
月
17
日
撮
影

大
正
８
年
３
月
31
日
　
　
　
　
　
　

（
現
）西
条
市
小
松
町
新
屋
敷
に
出
生

昭
和
11
年
３
月
14
日
　
　
　
　
　
　

愛
媛
県
立
西
条
農
業
学
校
卒
業

昭
和
12
年
３
月
〜
昭
和
14
年
12
月
　

朝
鮮
総
督
府
勤
務

昭
和
15
年
２
月
〜
昭
和
18
年
４
月
　

兵
役

昭
和
18
年
５
月
〜
昭
和
19
年
３
月
　

呉
海
軍
施
設
部
勤
務

昭
和
20
年
２
月
〜
昭
和
21
年
２
月
　

愛
媛
県
庁
勤
務

昭
和
21
年
７
月
〜
昭
和
22
年
４
月
　

小
松
町
役
場
勤
務

昭
和
22
年
４
月
〜
昭
和
30
年
４
月
　

小
松
町
助
役

昭
和
30
年
４
月
〜
昭
和
37
年
４
月
　

小
松
町
役
場
勤
務

昭
和
37
年
４
月
〜
昭
和
61
年
４
月
　

小
松
町
長

平
成
元
年
４
月
　
　
　
　
　
　
　
　

勲
四
等
瑞
宝
章
受
章

平
成
７
年
６
月
　
　
　
　
　
　
　
　

小
松
町
名
誉
町
民

故 
西
　

健
次 

氏
　

ご
経
歴
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　　　　西条市は加茂川の水利権【※２】を持っているの
　　　ですか？

　　　　黒瀬ダムの建設のために水没した家は、どのくら
　　　いあるのですか？

　　　　工業用水として使われている黒瀬ダムの水は、直
　　　接取水しているのですか？

　　　　加茂川からは、河川法第23条の流水を占用する権
　　　利を保有する団体が、目的や水量、場所などを定め
て取水しています。
　詳しくは、左の「加茂川利水現況図」をご覧ください。

　　　　黒瀬ダムの建設目的は何ですか？

　　　　黒瀬ダムは加茂川の洪水を調整するため、そして
　　　不特定用水【※１】と工業用水を確保するために、
愛媛県が多目的ダムとして建設し、1973（昭和48）年３月
に完成しました。
　1981（昭和56）年からは、住友共同電力㈱（黒瀬発電所）
が発電を目的として参加しています。
【※１】不特定用水は、加茂川下流の耕地に干ばつ時の農
　　　業用水の補給を行うとともに、河川維持用水の安定
　　　を図ることを目的としています。

　　　　黒瀬ダムの建設事業費は、46億8,000万円です。
　　　そのうち25億8,700万円（55.27％）が工業用水事
業費として負担されました。

　　　黒瀬ダムの建設費はいくらかかったのですか？

　　　　黒瀬ダムの建設によって
　　  109戸（113世帯）が水没
しました。世帯の集団移転先とし
て、楠河干拓地に15世帯、飯岡に
造成された団地（現黒瀬団地）に
31世帯が入居しました。

▼ 黒瀬ダム建設事業費の内訳 ▼

本工事費
測量・試験費
用地費・補償費
機械器具費
営繕費
事務費
合　　計

項　　目 事　業　費
19億9,800万円

5,900万円
22億   800万円

900万円
2,100万円

3億8,500万円
46億8,000万円

　　　　西条市は加茂川の水利権を保有していません。加
　　　茂川で水利権を保有している団体は、兎之山土地改
良区、神戸橘一部土地改良区、大町土地改良区、㈱クラレ、
加茂川内水面漁業協同組合、愛媛県公営企業管理局の６団
体です。
【※２】「水利権」は法律上の用語ではなく、「河川法」
　　　の中には出てきません。河川の流水を占用する権利
　　　が従来「水利権」という呼び名で定着しているため、
　　　この用語が使用されています。

　　　　加茂川の水利権はどうなっているのですか？

ぜき

▲建設当時の黒瀬ダム

水資源対策調査研究会（市庁舎別館１階環境課内）　℡0897－52－1221
〒793－8601　明屋敷164　FAX0897－52－1294　e-mail kankyo＠saijo-city.jp

　松山市が西条市に対して理解と協力を求める県営黒瀬ダムの分水問題について、
市では１月24日に「水資源対策調査研究会」の初会合を開き、工業・農業用水、
飲料水など市内における今後の水需要について調査していくことを決めました。
　今後、市では調査結果を順次市民の皆さんへ情報発信し、皆さんのご意見等を
踏まえた上で、この問題に対して検討を行っていきたいと考えています。

松山市への分水問題について、皆さんのご意見等をお待ちしています

クラレ取水(許可)
１.１１３立法㍍／秒
(９万6,163立法㍍／日)

大町農業用水(許可)
０.９９２立法㍍／秒
(８万5,709立法㍍／日)

０.３立法㍍／秒
(２万5,920立法㍍／日)

兎之山(慣行)

　伏流水

武 丈 堰

神戸農業用水(許可)
１.７０３立法㍍／秒
(14万7,139立法㍍／日)

工業用水道(許可)
０.８１１立法㍍／秒
(７万立法㍍／日)

長瀬取水堰堤

黒 瀬 ダ ム

ＪＲ
国道11号

支流 市之川

支流 谷川

黒 瀬 湖

加 茂 川 利 水 現 況 図

兎之山発電所
（住友共同電力）

黒瀬発電所
（住友共同電力）

加茂発電所
（四国電力）

大保木発電所
（住友共同電力）

ひうち灘

加 

茂 

川

　　　　工業用水の水は黒瀬ダムからではなく、加茂川の
　　　長瀬取水堰から取水しています。取水された水は、
神戸地区（中野甲）にある浄水場に導水されています。
　長瀬取水堰には、黒瀬ダム
から放流された水と黒瀬発電
所に送られた水のほかに、支
流谷川からの表流水と住友共
同電力㈱兎之山発電所からの
放流水が合流して流れ込んで
います。 ▲長瀬取水堰

※Ａ１～Ａ３の参考資料：黒瀬ダムパンフレット
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西条市連合自治会

校区・地区連合自治会

単 位 自 治 会

会 員 （住 民）

西条支部 東予支部 丹原支部 小松支部

自
治
会
と
は

　

西
条
市
で
は
、

世
帯
の
大
多
数

が
自
治
会
に
加

入
し
、
自
主
的

な
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

　

自
治
会
と
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
に
お
け
る
身

近
な
問
題
を
協
働
で
解
決
し
、
会
員
総

互
の
親
睦
を
図
り
な
が
ら
、
住
み
よ
い

豊
か
な
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
活
動

す
る
自
主
的
な
団
体
で
す
。

　

自
治
会
は
、
一
部
の
人
た
ち
に
よ
っ

て
つ
く
ら
れ
る
も
の
で
な
く
、
地
域
に

住
む
人
々
の
創
意
で
つ
く
ら
れ
活
動
し
、

ま
た
、
成
長
さ
せ
て
い
く
み
ん
な
の
会

で
す
。

自
治
会
へ
の
加
入

○
自
治
会
へ
の
積
極
的
な
加
入
に
よ
っ

て
、
会
の
発
展
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
加
入
さ
れ
る
と
き
は
、
自

治
会
長
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

○
マ
ン
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ポ
な
ど
共
同
住

宅
の
場
合
は
、
入
居
者
と
相
談
の
う

え
、
持
ち
主
の
方
が
ま
と
め
て
加
入

手
続
き
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

○
自
治
会
は
、
会
員
の
会
費
等
の
収
入

で
自
主
的
に
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
治
会
へ
の
施
設
補
助

　

自
治
会
に
は
、
市
か
ら
次
の
よ
う
な

施
設
整
備
の
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。

■
自
治
会
集
会
所
新
築
等
補
助

　

市
庁
舎
本
館　

市
民
相
談
課

　

各
総
合
支
所　

総
務
課

■
防
犯
灯
設
置
補
助

　

市
庁
舎
本
館　

総
務
課

　

各
総
合
支
所　

総
務
課

■
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
補
助

　

市
庁
舎
別
館　

衛
生
課

　

各
総
合
支
所　

市
民
生
活
課
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自治会の活動 
　自治会は、住みよい豊かなまちづくりをめざして、次のような活動をしています。
※自治会は地域の自主組織であるため、活動内容は各自治会によって異なります。

　ごみステーションの
設置や管理を行うと
ともに道路や側溝の清
掃、不法投棄の防止対
策など環境美化活動を
行っています。

　夜道を安心して歩けるよ
う、防犯灯の設置・管理は自
治会で行っています。また、
交通事故の防止や犯罪のない
安心して住める地域づくりに
取り組んでいます。

　地震・水害・火災
等の災害に対応する
ための自主防災会を
設置したり、災害等
に見舞われたときに

お互いを助け合うのは、自治会の大きな役割です。

　会員の交流と親睦を目的
に、お祭り・レクリエーショ
ン・盆踊り・運動会などの各
種行事を行っています。

　広報紙の配布、行政からのお
知らせ文書の回覧などを、会員
の皆様に周知するため行ってい
ます。

　共同募金、日赤募金
などの取りまとめをし
ています。

　愛護班・老人ク
ラブなど地域の諸
団体の育成・協力
に努めています。

　親睦を図りながら心の
つながりを深め、住みよ
い地域にするために、多
くの方々へ自治会加入を
呼びかけています。

□■□　自治会に関するお問い合わせ　□■□

市庁舎本館市民相談課　市民活動支援係　TEL0897－56－5151内線2465
東予総合支所総務課　　地域振興係　　　TEL0898－64－2700内線314
丹原総合支所総務課　　地域振興係　　　TEL0898－68－7300内線230
小松総合支所総務課　　地域振興係　　　TEL0898－72－2111内線212

環境・美化 交通安全・防犯

レクリエーションなど親睦行事自主防災・互助活動

広報連絡 各種募金の協力

各種団体の育成・協力 自治会への加入促進
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に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、

印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
郵
送
に
よ
る
受
付
も
行

い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
愛
媛
県
道

路
公
社
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
払
戻
請
求
書
の
配
布
場
所

・
西
条
地
方
局

・
市
庁
舎
別
館
用
地
課

・
各
総
合
支
所
建
設
課

・
東
予
有
料
道
路
管
理
事
務
所

　

（
３
月
30
日
ま
で
）

・
愛
媛
県
道
路
公
社

※
道
路
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

URL http://w
w

w
.infom

adonna.
ne.jp/˜aidoukou/

■
問
合
せ　

県
庁
道
路
維
持
課
内

　

愛
媛
県
道
路
公
社

TEL
０
８
９―

９
４
６―

０
６
０
５

　

東
予
有
料
道
路
が
平
成
18
年
３

月
31
日
か
ら
無
料
化
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
現
在
購
入
さ
れ
て

い
る
未
使
用
回
数
券
の
払
い
戻
し

を
い
た
し
ま
す
。

　

払
戻
金
は
、
口
座
振
替
で
清
算

し
ま
す
。
現
金
で
の
払
戻
し
に
つ

い
て
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

■
払
戻
受
付
期
間

　

６
月
30
日
ま
で

※
平
日
の
９
時
か
ら
16
時
ま
で
。

■
払
戻
請
求
窓
口

　

西
条
地
方
局
５
階
建
設
部
別
室

　

（
喜
多
川
７
９
６
番
地
１
）

TEL
０
８
９
７―

５
６―

９
６
１
１

■
払
戻
方
法

　

県
道
路
公
社
指
定
の
請
求
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
未
使
用

回
数
券
を
添
え
て
払
戻
請
求
窓
口

　市では、高齢者の関係する交通事故が多発していることから、
西条警察署や西条西警察署と対策を協議し、県下に先駆けて
西条市高齢者交通安全アドバイザー制度を開始しました。
　４人のアドバイザーが２人１組となって、市内にお住まいの
高齢者（70歳以上）のいる世帯を地区ごとに順次訪問し、交通
安全資料や反射材の配布、交通安全指導・相談、危険個所の情
報収集等を行います。
　皆様のご協力をお願いします。

■問合せ
　市庁舎本館総務課　　交通防災係　TEL0897－56－5151内線2127
　東予総合支所総務課　総務調整係　TEL0898－64－2700内線313
　丹原総合支所総務課　総務調整係　TEL0898－68－7300内線280
　小松総合支所総務課　総務調整係　TEL0898－72－2111内線213

▲
▶
１
月
23
日
㈪
に
市
庁
舎
本
館
玄
関

　
　

前
で
行
わ
れ
た
出
発
式
の
様
子

越智弘美　　　　　天野　桂

西条西警察署管内

宮﨑みどり　　　　　菊川善江

西条警察署管内

～ 私 た ち が 訪 問 し ま す ～

東
予
有
料
道
路 

３
月
31
日
か
ら
無
料
化

未
使
用
回
数
券
の
払
い
戻
し
を
行
い
ま
す

文部科学大臣表彰

■地方教育行政功労者
　昭和30年に教職に就かれ、旧丹原
町、東予市の小学校長、丹原町教育
長、西条市教育委員を歴任され、地
方教育発展に尽力されました。

乗松俊武氏
（丹原町高知）
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　産業情報支援センターの運営組織である
㈱西条産業情報支援センター（愛称：サイ
クス）の各種情報をお知らせします。
　今回は、１月27日・28日に開催した「総
合食料産業技術懇談会・セミナー」につい
てお知らせします。

　

西
条
市
と
サ
イ
ク
ス
で
は
、
食

品
の
第
１
次
生
産
か
ら
保
存
・
加

工
・
流
通
を
経
て
、
消
費
、
そ
し

て
再
生
産
の
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
ま

で
を
一
貫
し
て
行
な
う
「
食
品
加

工
流
通
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
構
想
」
の

推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
去
る
１
月

27
日
・
28
日
に
「
総
合
食
料
産
業

技
術
懇
談
会
・
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

初
日
の
懇
談
会
で
は
、
食
料
産

業
技
術
に
お
け
る
各
分
野
の
ト
ッ

プ
研
究
者
の
皆
さ
ん
に
、
食
品
加

工
流
通
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
構
想
を
テ

ー
マ
と
し
た
自
由
討
論
を
行
っ
て

い
た
だ
き
、
構
想
実
現
へ
向
け
た

多
く
の
提
言
を
受
け
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
７

名
の
有
識
者
の
皆
さ
ん
に
よ
る
講

演
を
実
施
し
、
各
専
門
分
野
で
の

事
例
紹
介
や
提
言
な
ど
、
「
攻
め

の
農
業
」
に
向
け
た
多
く
の
ご
指

導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
ご
指
導
い
た
だ
い
た
多

く
の
こ
と
は
、
構
想
の
具
現
化
に

向
け
た
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る

も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
今
後

も
西
条
市
と
サ
イ
ク
ス
が
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
具
体
的
事
業
を
展

開
し
て
い
き
ま
す
。

総
合
食
料
産
業
技
術
懇
談
会
・

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

西
条
市
発
の
夢
を
導
く
た
め
に

食品加工流通コンビナート構想の実現に向け開催した「総
合食料産業技術懇談会・セミナー」。写真は初日の懇談会。

もっと詳しく知りたい方は…
〇産業情報支援センター
　℡0897－53－0010　FAX0897－53－0011　Eメール info＠sai jo-s ics .co. jp
サイクスのホームページもご覧ください。
　http://www.saijo-sics.co.jp/

の情報をお知らせします

Saijo Industry & Information
 centre  for support

Vol. 16

　　　　　　　　　総合食料産業をコ
　　　　　　　　ンビナートとして発
　　　　　　　　展させようというの
　　　　　　　　であれば、農林水産
　　　　　　　　が広く連携して観光
　　　　　　　　や教育と一体となっ
　　　　　　　　たテーマパークを形
成すれば、全国でオンリーワンのもの
が出来るのではないでしょうか。

　地域内におけるエネルギー収支と物
質収支のバランスが取れた「エネルギ
ー自立物質循環社会」の形成をめざし
ています。

東北大学大学院
環境科学研究科
新井邦夫教授

持続的発展の可能な
社会形成に向けて

　西条市と東海大学が連携し、水素エ
ネルギー利用や淡・海水魚介類養殖技
術開発をめざします。

東海大学
工学部・第二工学部
内田裕久学部長

水素社会の
　　到来について

　本物でおいしい食の提供および健全
な食生活推進を通じて、日本の伝統文
化の再生と民力の確保をめざしていま
す。

社団法人
おいしさの科学研究所
山野善正所長

食品の
　　おいしさとは

　高齢化・健康志向・サービス化・高
級志向等にマッチした食産業の形成を
図ることが重要です。

高知女子大学大学院
健康生活科学研究科
川村美笑子教授

栄養から見た
　食と農について

　トマトの養液栽培など、付加価値の
高い作物を作る技術を駆使して事業化
し、農業者の方々との連携を進めてい
ます。

大塚化学
ホールディングス㈱
梅津憲治取締役　

養液栽培と
養液土耕栽培の展開

　養液栽培を活用して、大規模農業で
の地域内企業・人材の連携・有効活用
を図っていきたい。

大阪府立大学大学院
生命環境科学研究科
池田英男教授　

農業の効率化、
システム化について

　石鎚山麓の傾斜地の資源を生かした
西条市産品の高付加価値化の研究や、
新品種作物の導入を進めたい。

近畿中国四国
農業研究センター
四方平和四国農業研究官

四国地域における
生産技術開発の現状

　　　　　　　　　西条市は「水」で
　　　　　　　　地域イメージの確立
　　　　　　　　をすべきです。食料
　　　　　　　　自給率向上のために
　　　　　　　　は、食品産業と農業
　　　　　　　　の連携が重要になっ
　　　　　　　　てきます。この西条
市発のプロジェクトが成功すれば、先
進的な良い例になると考えられます。

愛媛大学農学部
大隈　満教授

講演テーマのご紹介

東京農業大学
山本出名誉教授
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■西条市庁舎
　℡0897－56－5151

■東予総合支所
　℡0898－64－2700

■丹原総合支所
　℡0898－68－7300

■小松総合支所
　℡0898－72－2111

市役所への 
お問い合わせ先 

３
月
定
時
登
録
に
よ
る
選
挙

人
名
簿
新
規
登
録
者
の
縦
覧

　

３
月
１
日
現
在
で
、
新
た
に
登

録
さ
れ
る
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
を

行
い
ま
す
。

■
新
規
登
録
者

　

昭
和
61
年
３
月
２
日
以
前
に
生

ま
れ
た
日
本
国
民
で
、
平
成
17
年

12
月
１
日
ま
で
に
西
条
市
の
住
民

基
本
台
帳
に
記
録
も
し
く
は
同
日

ま
で
に
転
入
の
届
け
出
を
し
た
人

で
、
引
き
続
き
西
条
市
の
住
民
基

本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
人
。

■
縦
覧
期
間

　

３
月
３
日
㈮
～
７
日
㈫

　

８
時
30
分
～
17
時

■
縦
覧
場
所

　

市
庁
舎
別
館
３
階

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
の
廃
車
・

譲
渡
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

　

軽
自
動
車
税
は
毎
年
４
月
１
日

現
在
の
所
有
者
、
ま
た
は
使
用
者

に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

廃
車
や
紛
失
、
名
義
変
更
、
住

所
変
更
の
手
続
き
は
、
３
月
中
に

次
の
受
付
場
所
で
済
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。
４
月
以
降
に
手
続
き
を
し

て
も
、
そ
の
年
度
の
軽
自
動
車
税

は
課
税
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

■
受
付
場
所

軽
自
動
車
（
軽
四
輪
）

　

軽
自
動
車
検
査
協
会
愛
媛
事
務

所TEL
０
８
９―

９
７
５―

７
３
１
０

二
輪
車
（
１
２
５
㏄
超
）

　

四
国
運
輸
局
愛
媛
運
輸
支
局

TEL
０
５
０―

５
５
４
０―

２
０
７
６

原
動
機
付
自
転
車
（
１
２
５
㏄
以

下
）

〇
市
庁
舎
本
館
納
税
課

　

税
務
管
理
係（
内
線
２
２
８
３
）

〇
東
予
総
合
支
所
税
務
課

　

納
税
係　
　
　
（
内
線
１
２
２
）

〇
丹
原
総
合
支
所
税
務
課

　

納
税
係　
　
　
（
内
線
２
６
１
）

〇
小
松
総
合
支
所
税
務
課

　

納
税
係　
　
　
（
内
線
１
１
２
）

３
月
の
市
税
ご
よ
み

20
日　

国
民
健
康
保
険
税
第
８
期

分
の
督
促
状
の
発
送

※
督
促
状
１
通
に
つ
き
１
０
０
円

の
督
促
料
と
延
滞
金
を
い
た
だ

き
ま
す
。

国
保
の
退
職
者
医
療
制
度
の
届

出
を
お
忘
れ
な
く

　

会
社
な
ど
に
長
年
勤
め
た
後
、

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
た
人

で
、
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
等
を

受
給
し
て
い
る
人
と
そ
の
被
扶
養

者
は
、
退
職
者
医
療
制
度
に
加
入

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

加
入
の
届
出
は
、
市
庁
舎
本
館

市
民
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民

生
活
課
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

　

次
の
事
項
す
べ
て
に
該
当
す
る

方
（
退
職
被
保
険
者
）
と
そ
の
被

扶
養
者
で
す
。

〇
国
民
健
康
保
険
に
加
入
（
予
定

含
む
）
し
て
い
る
人

〇
老
人
保
健
制
度
の
適
用
を
受
け

て
い
な
い
人

〇
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
等
（
国

民
年
金
は
除
く
）
に
原
則
と
し

て
20
年
以
上
の
加
入
期
間
が
あ

る
人
、
ま
た
は
40
歳
以
降
に
10

年
以
上
加
入
期
間
が
あ
る
人

■
被
扶
養
者
と
は

　

退
職
被
保
険
者
と
同
じ
世
帯
の

人
で
、
退
職
被
保
険
者
本
人
の
収

入
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
さ
れ
て

お
り
、
次
の
条
件
す
べ
て
に
該
当

す
る
人
で
す
。

〇
退
職
被
保
険
者
本
人
の
配
偶
者

ま
た
は
３
親
等
以
内
の
親
族
等

〇
国
民
健
康
保
険
に
加
入
（
予
定

含
む
）
し
て
い
る
人

〇
老
人
保
健
制
度
の
適
用
を
受
け

て
い
な
い
人

〇
退
職
被
保
険
者
本
人
よ
り
年
収

が
少
な
く
、
１
３
０
万
円
未
満

（
60
歳
以
上
の
人
、
一
定
の
障

害
が
あ
る
人
は
１
８
０
万
円
未

満
）
で
あ
る
こ
と

■
届
出
に
必
要
な
も
の

　

年
金
証
書
、
国
民
健
康
保
険
証
、

印
鑑

■
問
合
せ

〇
市
庁
舎
本
館
保
険
年
金
課

　

国
保
係　
　
（
内
線
２
４
３
３
）

〇
東
予
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

保
険
年
金
係　
（
内
線
１
５
３
）

〇
丹
原
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

保
険
年
金
係　
（
内
線
２
０
８
）

〇
小
松
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

保
険
年
金
係　
（
内
線
１
３
５
）

小
規
模
建
築
物
の
建
築
確
認

等
を
市
が
行
い
ま
す

　

４
月
１
日
か
ら
西
条
市
が
建
築

基
準
法
上
の
限
定
特
定
行
政
庁
に

な
る
た
め
、
左
表
の
建
築
物
や
工

作
物
の
建
築
確
認
・
完
了
検
査
の

事
務
は
、
市
で
行
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
併
せ
て
、
こ
れ
ら
の
建
築

物
に
対
し
て
の
、
住
宅
金
融
公
庫

融
資
に
係
る
審
査
や
建
設
リ
サ
イ

ク
ル
法
に
係
る
解
体
工
事
な
ど
の

届
出
の
受
理
も
市
で
行
い
ま
す
。

　

市
が
審
査
す
る
建
築
物
な
ど
に

つ
い
て
は
、
申
請
書
の
提
出
部
数

や
手
数
料
の
納
付
方
法
が
変
わ
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
別
館
建
築
住
宅
課

　

建
築
指
導
係（
内
線
２
７
５
２
）

〇その用途に供する部分の床面積の合計が100㎡以
　下の特殊建築物（共同住宅、マーケット、倉庫、
　自動車車庫など）
〇２階建て以下で、延べ面積500㎡以下、高さ13㍍
　以下、軒の高さ９㍍以下の木造建築物（特殊建築
　物を除く）
〇１階建てで、延べ面積200㎡以下の非木造建築物
　（特殊建築物を除く）

〇高さ６㍍を超え10㍍以下の煙突
〇高さ４㍍を超え10㍍以下の広告塔・広告板・装飾塔等
〇高さ２㍍を超え３㍍以下の擁壁

※工作物は市が建築確認等を行う建築物の敷地内に築造されるものに限ります。

■市が建築確認・完了検査を行う建築物・工作物

建
築
物

工
作
物
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市
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税

の
申
告
期
間
は
３
月
15
日
ま
で

　

現
在
、
市
県
民
税
・
国
民
健
康

保
険
税
の
申
告
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

　

既
に
日
程
が
終
了
し
た
地
区
で

申
告
で
き
な
か
っ
た
方
も
、
下
表

の
会
場
で
申
告
が
で
き
ま
す
。
税

務
署
・
市
役
所
か
ら
申
告
書
が
送

付
さ
れ
て
い
る
方
は
、
ぜ
ひ
郵
送

申
告
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

〇
市
庁
舎
本
館
市
民
税
課

　

市
民
税
係　
（
内
線
２
２
６
２
）

〇
東
予
総
合
支
所
税
務
課

　

市
民
税
係　
　
（
内
線
１
２
３
）

〇
丹
原
総
合
支
所
税
務
課

　

市
民
税
係　
　
（
内
線
２
１
４
）

〇
小
松
総
合
支
所
税
務
課

　

市
民
税
係　
　
（
内
線
１
１
４
）

正
し
い
確
定
申
告
を
！

自
分
で
書
い
て
郵
送
で

　

所
得
税
、
消
費
税
お
よ
び
地
方

消
費
税
、
贈
与
税
の
申
告
と
納
税

は
お
済
み
で
す
か
？　

　

期
限
を
過
ぎ
て
申
告
や
納
税
を

す
る
と
、
加
算
税
や
延
滞
税
が
か

か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
確
定
申

告
は
、
余
裕
を
持
っ
て
お
早
め
に

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
申
告
書
は
、

郵
送
な
ど
で
提
出
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

■
申
告
と
納
税
の
期
間

〇
所
得
税
の
確
定
申
告
と
納
税

　

３
月
15
日
㈬
ま
で

〇
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の

確
定
申
告
と
納
税

　

３
月
31
日
㈮
ま
で

〇
贈
与
税
の
申
告
と
納
税

　

３
月
15
日
㈬
ま
で

■
パ
ソ
コ
ン
で
確
定
申
告
書
作
成

　

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は

所
得
税
と
消
費
税
の
確
定
申
告
書

の
作
成
や
、
各
種
用
紙
な
ど
の
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

U
RL　

http://w
w

w
.nta.go.jp

■
問
合
せ　

伊
予
西
条
税
務
署
個

人
課
税
部
門

TEL
０
８
９
７―

５
６―
３
２
９
２

に
せ
税
理
士
に
ご
用
心

　

納
税
者
の
依
頼
に
よ
る
税
務
相

談
、
税
務
代
理
、
税
務
書
類
の
作

成
な
ど
の
業
務
は
、
税
理
士
ま
た

は
税
理
士
法
人
で
な
け
れ
ば
行
う

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

税
理
士
、
税
理
士
法
人
で
な
い

者
が
税
理
士
業
務
を
行
う
と
法
律

に
違
反
す
る
だ
け
で
な
く
、
依
頼

し
た
納
税
者
の
皆
さ
ん
が
迷
惑
を

被
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

税
金
の
申
告
手
続
き
な
ど
を
依

頼
さ
れ
る
場
合
は
、
正
規
の
税
理

士
、
税
理
士
法
人
に
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。

市県民税・国民健康保険税　３月の申告受付日程表
西条地区

東予地区

小松地区

丹原地区

９日(木)
10日(金)
13日(月)
14日(火)
15日(水)

６日(月)
７日(火)

 9：00～12：00 明河集会所明河

１日(水)

１日(水)

２日(木)

２日(木)
３日(金)

３日(金)

13：30～16：00 千原集会所

楠窪集会所

千原

 9：00～16：00

 9：00～16：00

 8：30～16：30

丹原総合支所
２階大会議室

丹原総合支所
２階大会議室

小松総合支所
２階ホール

小松農村環境
改善センター

小松総合支所
２階ホール

南部

 9：00～12：00 楠窪

臼坂集会所13：30～16：00 臼坂

南部

久妙寺

６日(月)

６日(月)

 8：30～16：30 丹原

７日(火)

７日(火)

 8：30～16：30 今井

８日(水)

８日(水)

 8：30～16：30 願連寺

 8：30～16：30 池田

 8：30～16：30

 8：30～16：30

 8：30～16：30

 8：30～16：30

 8：30～16：30

 8：30～16：30

 8：30～16：30

 8：30～16：30

 8：30～16：30

市内全地区

北川

市内全地区

安井、明穂

中・西・東大頭

妙口上・下
妙口原、大郷
湯浪
都谷

市内全地区

１日(水)  8：45～15：30 飯岡公民館飯岡
２日(木)  8：45～16：00 玉津公民館玉津

１日(水)  9：00～16：00 庄内公民館旦之上、河之内
黒谷

２日(木)

３日(金)

 9：00～16：00 楠河公民館

東予総合支所４階

河原津、河原津新田
楠

 9：00～16：00 三芳公民館
（農村環境改善センター）三芳

６日(月)  8：30～16：30 北条

９日(木)

９日(木)

 9：00～16：00 大新田、壬生川

周布、吉田

10日(金)

10日(金)

 9：00～16：00 国安、新市
高田、桑村

吉岡公民館７日(火)  9：00～16：00
安用出作、新町
上市、広岡
石延、安用

壬生川公民館

国安公民館

13日(月)  8：30～16：30 石田、玉之江
広江、今在家

14日(火)  8：30～16：30
市内全地区15日(水)  8：30～16：30

東予総合支所
　　４階

８日(水)  9：00～16：00
三津屋、三津屋南
三津屋東、明理川
円海寺、喜多台

３日(金)
 8：30～16：30 市庁舎別館５階大町
13：00～16：00 加茂公民館加茂

 8：30～16：30

市庁舎
別館５階

大町

８日(水)～
　10日(金)  8：30～16：30 神拝

13日(月)～
　15日(水)

13日(月)～
　15日(水)

 8：30～16：30 西条

日　程 会　場時　　間 対 象 地 区

日　程 会　場時　　間 対 象 地 区

日　程 会　場時　　間 対 象 地 区

日　程 会　場時　　間 対 象 地 区
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障
害
者
自
立
支
援
法
に
は
利
用

負
担
の
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す

　

４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
障

害
者
自
立
支
援
法
で
は
、
こ
の
法

律
に
基
づ
く
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

た
場
合
、
原
則
と
し
て
１
割
の
利

用
者
負
担
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
急
激
な
負
担
の
増
加
を

避
け
る
た
め
、
次
の
軽
減
措
置
が

と
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
利
用
者
負
担
の
限
度
額

　

市
民
税
の
課
税
額
や
年
収
額
に

よ
っ
て
、
利
用
者
負
担
の
限
度
額

が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。（
月
額
）

〇
生
活
保
護
世
帯　

０
円

〇
年
収
額
が
80
万
円
以
下
の
市
民

税
非
課
税
世
帯　

　

１
万
５
０
０
０
円

〇
年
収
額
が
80
万
円
を
超
え
る
市

民
税
非
課
税
世
帯

　

２
万
４
６
０
０
円

〇
市
民
税
課
税
世
帯

　

３
万
７
２
０
０
円

■
施
設
利
用
者
の
減
免
制
度

　

身
体
障
害
者
施
設
や
知
的
障
害

者
施
設
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
に

は
、
本
人
の
収
入
・
預
貯
金
・
資

産
の
状
況
に
よ
っ
て
利
用
者
負
担

額
の
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
。

■
同
一
世
帯
利
用
者
の
減
額
制
度

　

同
一
世
帯
で
複
数
の
方
が
障
害

者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
て
い
る
場
合
は
、
減

額
制
度
が
あ
り
ま
す
。

■
そ
の
他
の
減
額
制
度

　

利
用
者
負
担
額
を
支
払
う
こ
と

で
生
活
保
護
の
受
給
対
象
者
と
な

る
場
合
は
、
生
活
保
護
の
適
用
対

象
で
な
く
な
る
ま
で
利
用
料
が
減

額
さ
れ
ま
す
。

■
問
合
せ

〇
市
庁
舎
別
館
社
会
福
祉
課

　

障
害
者
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
３
２
６
）

〇
東
予
総
合
支
所
福
祉
課

　

障
害
者
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
１
３
１
）

〇
丹
原
総
合
支
所
保
健
福
祉
課

　

社
会
福
祉
援
護
係

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
１
２
）

〇
小
松
総
合
支
所
保
健
福
祉
課

　

社
会
福
祉
援
護
係

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
１
２
５
）

特
別
障
害
給
付
金
制
度
の
申

請
は
お
済
み
で
す
か
？

　

障
害
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

特
別
な
事
情
で
障
害
基
礎
年
金
な

ど
を
受
給
し
て
い
な
い
方
を
対
象

に
、
昨
年
４
月
か
ら
特
別
障
害
給

付
金
制
度
を
創
設
し
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
申
請
を
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
担
当
課
窓
口
で
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

　

次
の
事
項
に
該
当
す
る
方
で
、

国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
い
な

か
っ
た
期
間
に
初
診
日
が
あ
り
、

現
在
、
障
害
基
礎
年
金
１
・
２
級

相
当
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
方
。

〇
平
成
３
年
３
月
以
前
に
国
民
年

金
任
意
加
入
対
象
で
あ
っ
た
学

生
〇
昭
和
61
年
３
月
以
前
に
国
民
年

金
任
意
加
入
対
象
で
あ
っ
た
被

用
者
（
厚
生
年
金･

共
済
組
合

な
ど
の
加
入
者
）
の
配
偶
者

■
支
給
額
（
年
６
回
支
給
）

〇
１
級　

月
額
５
万
円

〇
２
級　

月
額
４
万
円

※
受
給
者
本
人
の
所
得
に
よ
っ
て

は
、
支
給
制
限
や
老
齢
年
金
と

の
併
給
調
整
を
受
け
ま
す
。

■
申
請
先

〇
市
庁
舎
本
館
保
険
年
金
課

　

年
金
係　
　
（
内
線
２
４
３
６
）

〇
東
予
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

保
険
年
金
係　
（
内
線
１
５
３
）

〇
丹
原
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

保
険
年
金
係　
（
内
線
２
０
８
）

〇
小
松
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

保
険
年
金
係　
（
内
線
１
３
３
）

国
民
年
金
保
険
料
の
支
払
い
は

口
座
振
替
が
お
得
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
４
月
か

ら
翌
年
３
月
ま
で
の
１
年
分
を
口

座
振
替
で
前
納
す
る
と
３
４
９
０

円
割
り
引
か
れ
大
変
お
得
で
す
。

　

毎
月
納
付
の
「
早
割
り
」
の
場

合
は
、
50
円
割
り
引
か
れ
ま
す
。

　

手
続
き
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

市
役
所
の
年
金
担
当
窓
口
、
新
居

浜
社
会
保
険
事
務
所
（
TEL
０
８
９

７―

３
５―

１
３
０
０
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

地域創業助成金が
より広く受けられるようになりました
　地域創業助成金は、地域貢献事業を行う法人を設立または個
人事業を開業し、65歳未満の非自発的離職者を１人以上含む２
人以上の常用労働者および短時間労働者を雇い入れる事業主に
対して、国が新規創業にかかる経費や労働者の雇い入れについ
て支援する制度です。
　地域創業助成金の対象となる地域貢献事業には、全国共通の
10分野が指定されています。今回、西条市の地域重点分野とし
て新たに３業種が追加され、助成の対象分野が拡大されました。

食料産業活性化分野
　対象となる業種：食料品製造業（09）
　　　　　　　　　飲食料品小売業（57）
　　　　　　　　　一般飲食店（70）
　　　　　　　　　※日本標準産業分類の中分類。

今回追加された西条市の地域重点分野

全国共通の10分野
①個人・家庭向けサービス　　②社会人向け教育サービス
③企業・団体向けサービス　　④住宅関連サービス
⑤子育てサービス　　⑥高齢者ケアサービス
⑦医療サービス　　　⑧リーガルサービス
⑨環境サービス　　　⑩地方公共団体からのアウトソーシング

お問い合わせ先
　受給要件や助成経費など詳しくは…
　㈳愛媛県高年齢者雇用開発協会　℡089－943－6622
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■下水道事業受益者の申告対象区域
森戸、川北、川南、玉津、横黒中、横黒西、市塚、市塚新街
船屋西南　各一部区域

春日町、上小川、天皇、沢、下小川、明神木、新玉通、川原町
加茂町、若葉町西　各一部区域
釜の口、中の段、日明、楠、河原町、北組、土居内、東原
西原、新出、奥の内　各一部区域

堀の内、東大道、西大道、東野口、西野口、末広町　各一部区域

青江町、北新田　各一部区域

下喜多川北の一部区域

禎瑞上、禎瑞中　各一部区域

西田、西泉東、西泉中、楢木西、野々市西　各一部区域

西町、裏、末長　各一部区域

三津屋東の一部区域

壬生川の一部区域

国安、桑村　各一部区域

今井、池田、願連寺、久妙寺　各一部区域

玉　津

飯　岡

西　条

神　拝

大　町

神　戸

禎　瑞

橘

氷　見

多　賀

壬生川

国　安

丹　原

下
水
道
事
業
受
益
者
の
申
告

を
受
け
付
け
ま
す

　

下
水
道
が
新
た
に
整
備
さ
れ
た

区
域
内
の
土
地
所
有
者
な
ど
に
は

「
受
益
者
負
担
金
・
分
担
金
」
と

し
て
、
下
水
道
整
備
費
の
一
部
を

負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
負
担
金
な
ど
の
賦
課
決
定

の
基
礎
と
な
る
「
下
水
道
事
業
受

益
者
申
告
書
」
を
、
対
象
区
域
の

土
地
所
有
者
宛
に
送
付
し
ま
す
の

で
、
内
容
を
確
認
し
て
期
限
内
に

必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
告
が
な
い
場
合
は
、
市
が
受

益
者
（
納
入
義
務
者
）
・
土
地
の

面
積
な
ど
を
認
定
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

■
申
告
期
限　

３
月
31
日
㈮

■
申
告
が
必
要
な
方

　

左
表
の
区
域
内
の
土
地
所
有
者

■
問
合
せ

〇
市
庁
舎
本
館
下
水
道
業
務
課

　

下
水
道
業
務
係

　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
８
２
５
）

〇
東
予
総
合
支
所
下
水
道
課

　

業
務
係　
　
　
（
内
線
２
１
１
）

下
水
道
へ
の
接
続
を
お
急
ぎ

く
だ
さ
い

　

平
成
15
年
に
公
共
下
水
道
お
よ

び
小
規
模
下
水
道
の
供
用
を
開
始

し
た
区
域
の
方
は
、
平
成
18
年
３

月
末
で
３
年
が
経
過
し
ま
す
。

　

下
水
道
の
供
用
開
始
後
は
３
年

以
内
に
、
く
み
取
り
便
所
を
水
洗

便
所
に
改
造
し
て
下
水
道
へ
接
続

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

水
洗
便
所
へ
の
改
造
お
よ
び
下

水
道
へ
の
接
続
工
事
を
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、
市
の
指
定
工
事
店
で

早
急
な
工
事
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
が
行
っ
て
い
る
水
洗
便
所
改

造
資
金
の
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
も

供
用
開
始
か
ら
３
年
以
内
の
工
事

が
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
希
望

さ
れ
る
方
は
、
早
め
に
指
定
工
事

店
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
指
定
工

事
店
が
分
か
ら
な
い
方
は
、
担
当

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

〇
市
庁
舎
本
館
下
水
道
業
務
課

　

下
水
道
業
務
係

　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
８
２
５
）

〇
東
予
総
合
支
所
下
水
道
課

　

業
務
係　
　
　
（
内
線
２
１
１
）

西条市の災害復旧状況をお知らせします
市道武丈丸野線（武丈～丸野）

市道川西線（東宮～荒川）

市道大保木２・７号線（浦山）

長谷川水系（山口～大浜）

大保木谷川　ほか（千野々）

妙之谷川（小松町湯浪）

国道194号（中野～藤之石）

西条久万線（中野～西之川）

落合久万線（丹原町鞍瀬～明河）

早川（西早川）

市之川（市之川、津越）

妙之谷川（小松町大郷・妙口）

鞍瀬川（丹原町明河・鞍瀬）

志河川（丹原町志川・楠窪）

市
工
事
関
係

道
　

路

件数 進捗率 着手年月

平成17年４月９件 45％

平成17年４月６件 85％

平成17年４月10件 85％

平成17年４月７件 55％

平成17年４月３件 65％

平成17年４月１件 100％

平成17年３月16件 80％

平成17年３月40件 70％

平成17年２月13件 95％

平成17年３月２件 85％

平成17年３月６件 98％

平成17年３月６件 100％

平成17年３月６件 100％

平成17年３月６件 90％

復旧個所（該当地区）

河
　

川

道
　

路

河
　

川

県
工
事
関
係

区分

　平成18年２月１日現在における、災害復旧工事の進
捗状況をお知らせします。
■主な災害復旧工事　左表をご覧ください。
■完了工事件数
〇愛媛県　道路（88 件）、河川（116 件）　計 204 件
〇西条市　道路（164 件）、河川（74 件）、農林（629 件）
　　　　　公園（14 件）、その他（12 件）　計 893 件
■発注済（工事中）件数
〇愛媛県　道路（14 件）、河川（10 件）　計 24 件
〇西条市　道路（30 件）、河川（23 件）、農林（19 件）
　　　　　計 72 件
■平成18年２月以降発注予定件数
〇愛媛県　道路（４件）、河川（２件）　計６件
〇西条市　道路（７件）、河川（１件）、農林（１件）
　　　　　計９件
■災害復旧工事の総件数・進捗率（発注予定を含む）
〇愛媛県　234件・90％　〇西条市　974件・70％
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石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里
の
利
用

予
約
を
受
け
付
け
ま
す

　

石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里
の
平
成
18

年
度
利
用
予
約
を
次
の
日
程
で
受

け
付
け
ま
す
。
宿
泊
な
ど
を
予
定

さ
れ
て
い
る
方
は
、
早
め
に
予
約

を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
４
月
１
日
～
６
月
30
日
の
予
約

　

３
月
１
日
㈬
か
ら
受
付
開
始

■
７
月
１
日
以
降
の
予
約

　

４
月
３
日
㈪
か
ら
受
付
開
始

■
申
込
先

〇
石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里

TEL
０
８
９
７―

５
９―

０
２
０
３

※
夏
休
み
期
間
中
（
７
月
20
日
～

８
月
31
日
）
の
予
約
に
限
り
、

受
付
開
始
日
の
４
月
３
日
㈪
は

市
庁
舎
別
館
観
光
振
興
課
で
の

受
付
と
な
り
ま
す
。
４
月
４
日

㈫
か
ら
は
、
石
鎚
ふ
れ
あ
い
の

里
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

母
子
家
庭
等
の
新
入
学
児
童
へ

入
学
祝
金
を
支
給
し
ま
す

　

母
子
家
庭
や
両
親
の
い
な
い
世

帯
で
、
今
春
、
小
・
中
学
校
に
入

学
さ
れ
る
児
童
が
い
る
保
護
者
の

方
へ
入
学
祝
金
を
支
給
し
ま
す
。

　

該
当
者
に
は
申
請
書
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
３
月
10
日
㈮
ま
で
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
が
届
か
な
い
場
合
や
入

学
時
ま
で
に
母
子
家
庭
な
ど
に
な

ら
れ
た
場
合
は
、
次
の
担
当
課
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
提
出
先

〇
市
庁
舎
別
館
女
性
児
童
福
祉
課

　

女
性
係　
　
（
内
線
２
３
３
４
）

〇
東
予
総
合
支
所
福
祉
課

　

女
性
児
童
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
１
３
５
）

〇
丹
原
総
合
支
所
保
健
福
祉
課

　

女
性
児
童
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
１
２
）

〇
小
松
総
合
支
所
保
健
福
祉
課

　

女
性
児
童
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
１
２
２
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
丹

原
事
務
所
が
移
転
し
ま
す

　

㈳
西
条
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
東
予
事
務
所
と
丹
原
事
務

所
が
統
合
し
て
、
４
月
１
日
か
ら

東
予
事
務
所
と
し
て
業
務
を
開
始

し
ま
す
。

　

現
在
、
丹
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

あ
る
丹
原
事
務
所
は
、
４
月
か
ら

東
予
事
務
所
へ
移
転
し
ま
す
。

■
新
事
務
所
の
名
称
と
所
在
地

　

㈳
西
条
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
東
予
事
務
所

　

壬
生
川
１
１
１
番
地
１

TEL
０
８
９
８―

７
６―

１
５
８
０

いしづちやま

加茂川橋

水都橋

古川橋

地方局

市役所

総合文化会館

JR

新加茂川橋
GS

会　場
（水都橋下流）

消 防 観 閲 式
　消防観閲式では、市内の消防団員が一同に会し、日ごろ
の訓練の成果を披露します。市長の観閲を受けた後、消防
ポンプ自動車での一斉放水が行われます。

■問合せ
消防本部　℡0897－56－0250

日時　３月19日㈰　９時
場所　加茂川河川敷
　　　多目的広場
　※雨天時は丹原文化会館

　愛媛県内で想定されている地震のうち、最も甚
大な被害が想定されている南海地震は、今後30年
以内の発生確率がおよそ50％といわれています。
　災害が起きたとき、家族が
一緒にいるとは限りません。
日ごろから災害に備えて、安
否確認ができるよう、連絡方
法や集合場所などを家族全員
で話し合っておきましょう。

　大きな災害が発生した場合、電話で連絡をしよ
うとしても、回線が混んでいてつながりにくい状
況が続きます。そのため電気通信事業者では、大
規模災害時に「災害用伝言ダイヤル（１７１）」
と「災害用伝言板サービス」を提供しています。
　災害用伝言ダイヤルは、局番なしの「１７１」
に電話をかけることで、簡単な方法で音声情報で
ある伝言の録音や再生を行うことができます。
　災害用伝言板サービスは、簡単な操作で文字情
報である安否確認のための掲示板への登録や確認
ができます。
　詳しくは総務省のホームページをご覧ください。

家族との連絡方法を確認しよう

災害発生時には伝言サービスの利用を

http://www.soumu.go.jp/menu_02/ictseisaku/net_anzen/

体験学習やキャンプなどが楽しめる
自然に囲まれたレジャー施設です。

東予事務所
周桑病院

西条西署
新川

大曲川

にゅうがわ

東予総合支所

GS

N
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交流戦

日時　３月19日㈰　13時試合開始
　　　※雨天の場合は中止。

場所　ひうち球場（ひうち１－２）
　　　１塁側：四国アイランドリーグ選抜
　　　　３塁側：読売ジャイアンツ・２軍

入場チケット
前売券　大人：1,000円　子ども：500円
当日券　大人：1,200円　子ども：700円

【チケット販売に関する問い合わせ】
　デューク松山　℡089－947－3535

交流戦に関するお問い合わせ先
〇愛媛マンダリンパイレーツ球団事務局　℡089－990－3720
〇市庁舎別館体育振興課　体育振興係　内線5255

　　　　　　　　　　　　今回の交流戦でＮＰＢの選手を相手にプレー
　　　　　　　　　　　することは、アイランドリーグの選手にとって
　　　　　　　　　　　自分がどのくらいのレベルで、どの部分が足り
　　　　　　　　　　　ないのかが見えてくるいい機会となります。
　　　　　　　　　　　　伝統あるジャイアンツの胸を借り自分の力を
　　　　　　　　　　　試し、そこで得たものを糧として今後努力を重
　　　　　　　　　　　ね、さらにレベルアップして、秋のドラフトを
　　　　　　　　　　　めざしてもらいたいと思っています。
　このゲームを組んでくださったすべての皆様に感謝し、西条ひうち球
場ですばらしいプレーをお見せできるよう、日々練習を重ねていきます
ので、ぜひ球場に足をお運びください。

交流試合に際し、藤城和明監督からのメッセージです

四国ＩＬ選抜
藤城和明監督

四国アイランドリーグ
石毛代表・藤城監督による
少年野球教室 を開催します
日時　３月19日㈰　８時30分～10時
場所　ひうち球場
対象　小・中学生
定員　150人
申込先　市庁舎別館体育振興課
　　　　体育振興係　内線5255

日時　３月26日㈰　10時30分～15時
　　　※雨天の場合は４月２日㈰に順延します。
場所　小松町スケートボードパーク
　　　（石鎚山ハイウェイオアシス第４駐車場横）

参加者を募集しています！
参加資格：中学生以上
参加料　：1,000円
競　技　：ストリートスケート
　　　　　（ビギナークラス・オープンクラス）
参加受付：当日の10時から10時30分まで、会
　　　　場で参加者の受付を行っています。

お問い合わせ先
　伊予小松ライオンズクラブ事務局
　℡0898－72－4454

主催　伊予小松ライオンズクラブ

第
２
回
西
条
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

障
害
者
の
詩
を
歌
う
コ
ン
サ
ー

ト
、
手
話
コ
ー
ラ
ス
、
小
・
中
学

生
の
詩
の
朗
読
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
、

遊
び
の
広
場
、
各
種
バ
ザ
ー
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
行
い
ま
す
。

乳
幼
児
に
は
風
船
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
用
意
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　

３
月
12
日
㈰

　

10
時
30
分
開
場
～
15
時
30
分

■
場
所　

中
央
公
民
館

　
　
　
　
　
（
周
布
４
０
１―

１
）

※
当
日
は
、
手
話
通
訳
、
要
約
筆

記
、
車
椅
子
・
ベ
ビ
ー
カ
ー
の

介
助
を
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ　

西
条
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー

TEL
０
８
９
８―

６
４―

２
６
０
０

■
主
催

　

西
条
市
社
会
福
祉
協
議
会

▲昨年のボランティアフェスティバル
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高
齢
者
向
け
パ
ソ
コ
ン
教
室

■
日
時

　

３
月
13
日
～
27
日
の
月
・
水
・

金
曜
日（
計
７
回
）　

13
時
～
15
時

■
場
所

　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー

■
対
象　

60
歳
以
上
の
方

■
受
講
内
容
（
中
級
）

　

電
子
メ
ー
ル
の
活
用
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
実
用
な
ど

■
テ
キ
ス
ト
代　

１
０
０
０
円

■
定
員　

20
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。

■
申
込
期
限　

３
月
６
日
㈪

■
申
込
先

　

市
庁
舎
別
館
高
齢
介
護
課

　

長
寿
・
い
き
が
い
対
策
係

　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
３
４
３
）

シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業

緑
地
保
全
管
理
講
習
会

　

剪
定
（
せ
ん
て
い
）
や
消
毒
作

業
な
ど
に
つ
い
て
の
技
能
を
習
得

す
る
た
め
の
講
習
会
で
す
。

■
日
時　

３
月
13
日
㈪
～
17
日
㈮

　
　
　
　

９
時
～
16
時

■
場
所　

㈳
西
条
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
東
予
事
務
所
（
壬
生

川
１
１
１―

１
）

■
対
象

　

全
日
程
（
５
日
間
）
に
参
加
が

で
き
る
55
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方

■
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

■
問
合
せ　

㈳
西
条
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
東
予
事
務
所

TEL
０
８
９
８―

７
６―

１
５
８
０

市
民
救
命
士
養
成
講
習
会

　

救
命
は
救
急
車
が
現
場
に
到
着

す
る
ま
で
の
数
分
間
に
、
応
急
手

当
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

み
な
さ
ん
も
講
習
会
に
参
加
し

て
、
適
切
な
応
急
手
当
の
方
法
を

身
に
つ
け
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

３
月
19
日
㈰

　
　
　
　

９
時
～
12
時

■
場
所　

西
消
防
署
２
階
会
議
室

　
（
丹
原
町
願
連
寺
４
４
２―
１
）

■
申
込
先

〇
西
消
防
署

TEL
０
８
９
８―

６
８―

０
１
１
９

〇
東
消
防
署

TEL
０
８
９
７―

５
５―

０
１
１
９

■
ご
存
じ
で
す
か
？
「
Ａ
Ｅ
Ｄ
」

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）
は
、
心
室
細
動
な
ど
の
心
肺

停
止
患
者
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与

え
る
装
置
で
、
簡
単
な
操
作
で
救

命
処
置
が
行
え
ま
す
。

　

市
民
救
命
士
養
成
講
習
会
で
は

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
含
め
た
心
肺
蘇
生
法
の

講
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

青
年
国
際
交
流
事
業
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

内
閣
府
で
は
国
際
感
覚
豊
か
な

青
年
を
育
成
す
る
た
め
、
平
成
18

年
度
の
青
年
国
際
交
流
事
業
に
参

加
す
る
青
年
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

青
年
国
際
交
流
事
業
で
は
「
国

際
青
年
育
成
交
流
」
「
日
本
・
中

国
青
年
親
善
交
流
」
「
日
本
・
韓

国
青
年
親
善
交
流
」
「
世
界
青
年

の
船
」
「
東
南
ア
ジ
ア
青
年
の

船
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
対
象

　

18
歳
～
30
歳
（
昭
和
50
年
４
月

２
日
～
昭
和
63
年
４
月
１
日
生
ま

れ
）
の
方　

※
一
部
25
歳
～
35
歳
。

　

内
閣
府
政
策
統
括
官
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
詳
細
を
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

U
R

L
　

h
ttp

://w
w

w
8

.cao.
go.jp/youth/koryu1.htm

■
問
合
せ

　

愛
媛
県
県
民
活
動
推
進
課

TEL
０
８
９―

９
１
２―
２
４
１
５

　小学生（新中学１年生を含む）を対象とした、

スポーツ体験教室です。

　２日間の日程で６種目体験できます。

▼４月１日に実施する種目

▼４月２日に実施する種目

種目 時間 会場

ソフトバレー ９時～10時30分 西条西部体育館

空手道 10時30分～12時 西条西部体育館

硬式テニス 13時～14時30分
西条西部公園
テニスコート

種目 時間 会場

バレーボール ９時～10時30分 西条西部体育館

バドミントン 10時30分～12時 西条西部体育館

ゴルフ 13時～14時30分 小松ゴルフ場

■定員　各種目・40人程度（ゴルフのみ20人程度）
■申込期限　３月20日㈪
■申込先　市庁舎別館体育振興課
　　　　　体育振興係　内線5255 ※雨天の場合は、硬式テニスのみ中止します。

※屋内競技は体育館シューズを持ってきてください。用具は主
　催者が準備しますが、用具の持参も可能です。主催　　スポーツ体験教室実行委員会

４月１日㈯・２日㈰ 開催
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新
居
浜
高
等
技
術
専
門
校

訓
練
生
募
集

　

新
居
浜
高
等
技
術
専
門
校
で
は

人
材
を
求
め
て
い
る
企
業
と
協
力

し
て
実
践
的
な
訓
練
を
行
い
、
訓

練
終
了
後
に
は
実
習
先
企
業
へ
の

常
用
雇
用
を
め
ざ
す
と
い
う
新
し

い
形
の
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
メ
カ
ニ
カ
ル
エ
ン
ジ
ニ

ア
科
の
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
内
容

　

メ
カ
ニ
カ
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア
科

〇
溶
接
コ
ー
ス
（
定
員
５
人
）

〇
機
械
コ
ー
ス
（
定
員
５
人
）

■
応
募
資
格

　

常
用
雇
用
を
め
ざ
し
て
い
る
、

ま
た
は
就
職
の
た
め
に
学
び
直
し

を
希
望
す
る
、
お
お
む
ね
35
歳
以

下
の
方

■
応
募
方
法

　

入
校
願
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
健
康
診
断
書
、
写
真
を
添

え
て
、
４
月
10
日
㈪
ま
で
に
新
居

浜
高
等
技
術
専
門
校
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

■
選
考
試
験
日　

４
月
14
日
㈮

■
問
合
せ

　

新
居
浜
高
等
技
術
専
門
校

TEL
０
８
９
７―

４
３―

４
１
２
３

予
備
自
衛
官
補
募
集

　

予
備
自
衛
官
補
は
、
自
衛
官
未

経
験
者
を
試
験
な
ど
で
採
用
し
、

所
要
の
教
育
訓
練
を
経
た
後
、
予

備
自
衛
官
と
し
て
任
用
す
る
制
度

で
す
。

■
応
募
資
格

〇
一
般
…
18
歳
以
上
34
歳
未
満

〇
技
能
…
18
歳
以
上
で
保
有
す
る

技
能
に
応
じ
て
53
歳
～
55
歳
未
満

■
応
募
期
限　

４
月
７
日
㈮

■
問
合
せ

　

自
衛
隊
新
居
浜
出
張
所

TEL
０
８
９
７―

３
２―

５
３
９
６

日　　　時 場　　　　所行　　事　　名

行事の日程・場所等は、主催者側の都合で変更することがあります。

３月のスポーツカレンダー

ＪＦＥ西日本硬式野球部
春季キャンプ
※５日㈰13時からＪＲ四国とオープン戦

名古屋産業大学硬式野球部
春季キャンプ

第10回西条市レクリエーション
バレーボール大会

日産自動車九州硬式野球部
春季キャンプ
※11日㈯11時から四国銀行とオープン戦
　16日㈭11時からＪＲ四国とオープン戦

第31回小松剣道優勝大会

プロ野球交流戦
四国アイランドリーグ選抜 VS
　　　読売ジャイアンツ・２軍

春季四国地区高校野球
愛媛県大会東予地区予選

東予運動公園野球場

東予運動公園野球場

小松高等学校体育館

ひうち球場

ひうち球場

ひうち球場

総合体育館、ひうち体
育館、西条西部体育館

～６日（月）　終日

３日（金）～
　12日（日）　終日

６日（月）午後～
　16日（木）　終日

22日（水）～
 25日（土）　時間未定

５日（日）  9：00

12日（日）  9：00

19日（日） 13：00

春季キャンプ情報
大学・社会人 硬式野球チーム

　昨秋に愛知大学野球３部から２部に昇格
という成果を上げた名古屋産業大学硬式野
球部をはじめ、社会人野球の強豪、ＪＦＥ
西日本硬式野球部と日産自動車九州硬式野
球部が来西し、ひうち球場、東予運動公園
野球場で春季キャンプを行います。（日程
等は左表をご参照ください）
　見学は自由ですので、球場へ足を運ばれ
熱い声援をよろしくお願いします。

　３月12日㈰の午後から、小・中学生を対
象に日産自動車九州硬式野球部が少年野球
教室を東予運動公園野球場で開催します。
　少年野球教室は当日参加が可能です。野
球用具を持って、ぜひご参加ください。
問合せ　市庁舎別館体育振興課　内線5253

市営住宅「古川団地２区」
入居者の２次募集を実施します

　古川団地２区の入居者を１月に募集しましたが、下表の募集世
帯が予定戸数を満たしていないため、２次募集を実施します。
■入居資格要件　次の事項すべてに該当する必要があります。
〇現に同居し、または同居しようとする親族があること。
〇現に住宅に困窮していることが明らかであること。
〇入居申込者および同居しようとする親族の収入額が一定基準以
　下であること。
〇市税等の滞納がないこと。
■募集する世帯・戸数など

Ｃ 車椅子対応（障
害）世帯 ２戸 ２ＬＤＫ

老人夫婦世帯

75.4～
76.2㎡

33,300円～
　72,400円

Ｄ ６戸 ２ＤＫ 57.9㎡ 25,600円～
　56,200円１～６階

１階

住戸タイプ 募集対象世帯・戸数 間取り 床面積 家　賃

募集対象世帯の概要
車椅子対応（障害）世帯　次のいずれかに該当する世帯・単身者。
〇入居者もしくは同居者が、日常生活において車椅子の使用を余儀なく
　されている世帯。
〇入居者もしくは同居親族に、戦傷病者手帳または身体障害者手帳（１
　～４級）の交付を受けている方を有する世帯。
〇単身者については、日常生活において車椅子の使用を余儀なくされて
　おり、身体障害者手帳（１・２級）の交付を受けている方。
老人夫婦世帯　本人と配偶者のみの世帯で、いずれかが60歳以上の世帯。

■申込受付期間　３月８日㈬～17日㈮
※３月８日から申込先で申込書を配布しています。その他必要な
　書類については、配布時に説明します。
■入居の決定　下記の日時に公開抽選によって決定します。
　日時：３月24日㈮　10時～　会場：市庁舎本館５階大会議室
■入居予定日　平成18年４月の入居を予定しています。
■申込先　市庁舎別館建築住宅課住宅係（内線2756）または各総
　合支所住宅担当課へお申し込みください。
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児童館幼児教室 参加者募集
受付日時：３月17日㈮　９時20分～10時
※西条児童館・西条西部児童館で実施する「絵画教室」
　の受付時間は、13時30分～14時です。

　児童館と東予北・南地域交流センターでは、平成18
年度の幼児教室、各クラブなどの参加者を募集します。
　参加を希望される方は、各施設に申込用紙がありま
すので、必要事項を記入の上、受付日時に参加を希望
する施設へ提出してください。
※教室・クラブごとに定員を設けています。詳しくは
　各施設へお問い合わせください。

西条児童館（大町456－１　℡0897－56－2511）

西条西部児童館（氷見西新開59　℡0897－57－6061）

対象者 実施日時

対象者 実施日時

丹原児童館（丹原町池田1802－３　℡0898－68－6960）

対象者 実施日時

１歳児親子（平成16年４月
２日～平成16年９月30日生）

１歳児親子（平成16年10月
１日～平成17年４月１日生）

２歳児以上親子
（平成16年４月１日以前
生まれの幼児）

２歳児以上

１歳児以上

親子クラブ会員

小学生

小学生

２歳児以上親子
（平成16年４月１日以前
生まれの幼児）

小学生

教室名

ゆり

教室名

教室名

パンダ

ひよこ

うさぎ

親子Ａクラブ

親子Ｂクラブ

りんりんクラブ

コアラ

こどもクラブ

絵画教室

たんぽぽ

絵画教室

すみれ

第２・４金曜日
10：30～11：15
第１・３金曜日
10：30～11：15
毎週水曜日
10：30～11：30

毎週木曜日
10：30～
毎週金曜日
10：30～
第３火曜日
10：00～

毎週木曜日
10：30～11：30
第２・４土曜日
10：00～12：00
第３土曜日
10：00～11：30

毎週水曜日
10：00～11：00
毎週木曜日
10：00～11：00

第３日曜日
10：00～11：30

毎週金曜日
10：00～11：00

東予北地域交流センター（三芳997　℡0898－66－4185）

東予南地域交流センター（石田402－１　℡0898－65－6680）

対象者

０歳児親子
（生後７カ月以上）

０歳児親子
（生後７カ月以上）

対象者

東予西児童館（広岡甲92－２　℡0898－66－5342）

対象者

１歳児親子
（平成16年４月２日～
平成17年４月１日生）

２歳児以上親子
（平成16年４月１日以前
生まれの幼児）

１～２歳児親子

乳幼児親子

幼児の保護者

幼児の保護者

１歳児親子
（平成16年４月２日～
平成17年４月１日生）

２歳児以上親子
（平成16年４月１日以前
生まれの幼児）

教室名

教室名

教室名

ともしびクラブ

ともしびクラブ

みかん

もも

みどり

きいろ

ひよこ

うさぎ

あか

あお

いちご

さくらんぼ

めろん

ばなな

実施日時

実施日時

実施日時

金曜日（月２回）
10：00～

金曜日（月１回）
10：00～
水曜日（月３回）
10：00～
木曜日（月３回）
10：00～

毎週水曜日
10：00～
毎週木曜日
10：00～

まめっこクラブ 火曜日（月１回）
10：00～

火曜日（月１回）
10：00～12：00

水曜日（月３回）
10：00～
木曜日（月３回）
10：00～
火曜日（月１回）
10：00～12：00

水曜日（月３回）
10：00～
木曜日（月３回）
10：00～

木曜日（月３回）
10：00～

水曜日（月３回）
10：00～

皆さんの防災対策・災害体験談をお寄せください
　市では今後の防災活動に役立てるため、「わが家の防災まめ知識」
「災害体験談」を募集しています。
　ご家庭や自治会などで取り組まれている防災対策やアイデア、皆さ
んが過去に体験した災害での出来事や言い伝えなど、「災害に強いま
ち西条」の実現に向け、多数の情報をお寄せください。

問合せ　市庁舎別館４階災害復旧対策室　内線5843

　住所・氏名・年齢・性別・電話番号を明記し
て、郵送・ファックス・電子メールなどでお寄
せください。災害体験談については、ご自宅へ
も伺いますので、ご連絡ください。
　宛先：西条市役所　災害復旧対策室
　　　　〒793－8601　明屋敷164
　　　　℻0897－52－1260
　　　　e-mail　saigai@saijo-city.jp
※匿名を希望される方は「匿名希望」と明記してください。
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話
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西条市庁舎　℡0897－56－5151　　東予総合支所　℡0898－64－2700 
丹原総合支所　℡0898－68－7300　　小松総合支所　℡0898－72－2111 



石鎚山ハイウェイオアシス館・椿交流館
小松町新屋敷乙22－29

℡0898－76－3111（オアシス）　℡0898－76－3511（椿交流館）

椿一輪展　３月４日㈯　９時30分～16時
　　　　　　　５日㈰　９時30分～15時
　竹で作った花器に、一輪一輪丁寧
に飾り付けられた椿を展示します。
老人クラブ婦人部による椿餅の試食
コーナーや、小松オリジナルの苗木
即売も実施します。
※椿餅には数に限りがあります。
　会場：椿交流館前（椿ハウス）
　主催：西条市（小松地区）老人クラブ連合会
　　　　　　　▼ 生け花展　同時開催 ▼
　愛媛小松つばき会共催による、椿を題材にした生け花展も
同時開催されます。
　会場：石鎚山ハイウェイオアシス館　３階ロビー
椿一輪展に関するお問い合わせは…
　小松総合支所保健福祉課　℡0898－72－2111
半川茂行水墨画展　３月２日㈭～30日㈭　椿交流館
　　　　　　　　　　　　壬生川在住の半川茂行さんによる
　　　　　　　　　　　水墨画展です。40代から水墨画を始
　　　　　　　　　　　められた半川さん。かまぼこ板から
　　　　　　　　　　　全紙まで幅広く描かれ、味わい深い
　　　　　　　　　　　作品に仕上がっています。

３月の休館日
○石鎚山ハイウェイオアシス館は休まず開館します。
○椿交流館（椿温泉こまつ）は毎週水曜日。
開館時間
○石鎚山ハイウェイオアシス館
　９時30分～18時（入館受付は17時30分で終了）
○椿交流館（椿温泉こまつ）
　10時～22時（札止めは21時30分）

３月の休館日：毎週月曜日、21日㈫、31日㈮
開館時間：10時～17時

産業学習館
三津屋南２－54　　℡0898－64－7181

ものづくり体験教室　３月26日㈰　９時30分～12時
　電子楽器を作って調律をしてみよう！　はんだ付けで電子
回路を組み立てます。
　講師：㈶東予産業創造センター　宮川正明氏
　対象：小学３年生以上　定員：10人（申込順）
　申込期限：３月19日㈰
一閑張りづくり教室
　４月６日㈭・13日㈭　13時30分～15時30分
　竹かごなどに特産の和紙を張り、柿渋を塗って作ります。
自然素材の持つぬくもりのある作品ができます。
　材料費に約200円が必要です。
　定員：16人（申込順）　申込期限：３月30日㈭

３月の休館日：毎週月曜日、22日㈬
開館時間：９時30分～18時（土・日曜日は17時まで）

東予郷土館
周布427　℡0898－65－4797

石碑による庄内地区史跡展　３月30日㈭まで
　庄内地区に建立されている記念碑、頌徳碑、胸像、墓碑、
常夜燈、句歌碑などの石碑を写真と資料で紹介しています。

３月の休館日：毎週月曜日、21日㈫
開館時間：８時30分～17時

佐伯記念館・郷土資料館
丹原町池田1711－１　℡0898－68－4610

絵画展　３月１日㈬～24日㈮
　県展入選作品を含む、日本画、洋画などを展示します。

３月の休館日：毎週月曜日、22日㈬
開館時間：10時～21時

丹原Ｂ＆Ｇ海洋センター
丹原町志川甲12－1　℡0898－75－3933

小・中学生無料開放日
　３月４日㈯・11日㈯　10時～12時
無料バタフライ教室　３月25日㈯　10時30分～11時
　対象：小・中学生
春休み短期水泳教室 参加者募集
　３月28日㈫～31日㈮　９時～10時
　参加費：3500円
　対象：小学生
　定員：30人（申込順）

春季全国火災予防運動
　全国一斉に春の火災予防運動が行われます。この運動は、火災の発生しやすい時
季を迎えるにあたり、火災予防思想の一層の普及を図ることを目的としています。
　市民の皆さんも、この運動を機会に各家庭や自治会などで防火について話し合い、
火に対する認識を深め、火災のない安全で住みよいまちづくりにご協力ください。

　山林火災はこの時季に多く発生しています。野山に出かけるときは
火の取り扱いに注意し、大切な森林資源を火災から守りましょう。

山林火災予防運動
５月31日まで全国火災予防運動・統一標語
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親子木工教室 25日
13：30～16：30

小学生以上（保護者同伴）
定員：10人

小学４年生～中学生
定員：８人

バッジを作ろう！ 25日～31日
受付 9：00～16：00

必要な物：自分の写真
費用：１個100円

木彫教室 小・中学生　定員：20人
費用：30～400円

21日・31日
13：30～15：00囲碁教室 小・中学生　定員：10人

11日・30日
13：30～15：30七宝焼教室 小学生以上　定員：15人

費用：400円

11日
13：30～15：00将棋教室 小学４～６年生

定員：10人

５日・19日
13：30～16：30

染め物教室
小・中学生、幼児は保護者同伴
定員：16人　費用：250円
必要な物：エプロン

小学生
12日：発泡スチロールのお雛様、
26日：ステンドグラス（材料費100円必要）
29日：シール作り

12日・26日・29日
13：30～16：30おもしろ工作教室

楽しい電子工作
光センサーライトを作ろう

５日
10：00～12：00

小・中学生　定員：10人
小学１～３年生は保護者同伴

小・中学生　定員：10人
小学１～３年生は保護者同伴

楽しい電子工作
電子草ぶえを作ろう！

楽しい電子工作
電子楽器を作って調律をしよう

19日
10：00～12：00

30日
10：00～12：00

18日・25日
10：00～12：00絵画教室 小学２～６年生

定員：10人

18日
13：30～15：30イラスト教室 小学３年生～中学生

定員：10人

行事・教室名 日　　時 備　　　　考 行事・教室名 日　　時 備　　　　考

定員制の行事や教室は早めに、直接または電話で、こどもの国へ予約してください。

４日・21日
28日・31日
13：30～15：30

毎週土・日曜日
14：00～14：30おはなしのへや

毎週土曜日
11：00～11：30

ストーリーテリング
（英語絵本の読み聞かせ）

楽しい英語による大型絵本
の読み聞かせ

かみしばい・なぞなぞ
絵本の読み聞かせなど

毎週土曜日
11：00～12：00子ども放送局 子ども向け番組の放送

こどもの国　３月の行事予定表

３月の休館日：毎週月曜日、22日㈬
開館時間：８時30分～17時

こどもの国
明屋敷131－2　℡0897－56－8115

プラネタリウム情報

きかんしゃトーマス ～夜空には星がいっぱい～　投影中
投影開始時間（10分前にはお越しください）
○火～土曜日：13時30分、15時
○日曜日・祝日：11時、13時10分、14時20分、15時30分
〇第２・４土曜日は10時から無料投影をしています。
※観覧料（50～200円）が必要です。65歳以上の方は無料。

３月の休館日：毎週月曜日、22日㈬
開館時間：９時～17時

西条郷土博物館
明屋敷237－1　℡0897－56－3199

押し花展　３月１日㈬～31日㈮
春蘭展　３月25日㈯・26日㈰
西条藩雛飾写真展　３月１日㈬～31日㈮
陶磁器の美　３月１日㈬～31日㈮
日本史講座　３月23日㈭　13時30分～15時30分
　テーマ：石田三成と関ケ原合戦　講師：塩見淳氏

３月の休館日：毎週月曜日、22日㈬
開館時間：９時～16時30分

愛媛民芸館
明屋敷238－8　℡0897－56－2110

雛人形郷土玩具展　４月２日㈰まで
　各地の伝統的郷土玩具雛を集めて展示しています。

考古歴史館
福武乙27－6　℡0897－55－0419

陶芸展　３月１日㈬～26日㈰
　創作の家で活動をされている「陶芸クラブ」の皆さんによ
る作品展です。自由な発想で作られた二重壷、絵皿、象嵌、
雛人形など、個性あふれる作品を展示します。
考古学講座　３月19日㈰　13時～15時
　八堂山遺跡を中心に、市内の
遺跡について学習する講座です。
八堂山遺跡の現地見学も行いま
すので、運動靴など軽装でお越
しください。
　講師：㈶愛媛県埋蔵文化財調査センター調査課長　岡田敏彦氏
　対象：小学生以上

３月の休館日：毎週月曜日、22日㈬
開館時間：９時～17時

３月の休館日：毎週月曜日、22日㈬
開館時間：９時～22時

生涯学習の館
天神1－205　℡0897－53－8686

同美会展　３月１日㈬～31日㈮
　同美会の皆さんによる油絵を展示します。
水彩画・油絵教室
　毎月第１・３土曜日　19時～22時
　初めての方でも基礎から習えます。
　用具は各自で準備。
木工創作教室
　毎月第２・４土曜日　13時～17時
　初めての方でも簡単に作れます。
　材料費は個人負担。
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３月の休館日：毎週月曜日、21日㈫
開館時間：８時30分～17時

３月の休館日：毎週月曜日、22日㈬、31日㈮、上記の特別休館日
開館時間：９時30分～19時

■３月７日・21日（火曜日）
　加茂公民館（10：00～10：30）→伊曽乃神社鳥居前（10：50～11：30）→
中川公民館（14：00～14：50）→氷見公民館（15：30～16：20）
■３月14日・28日（火曜日）
　玉津団地集会所（10：00～10：30）→大谷西（10：40～11：20）→港新地
集会所（13：30～14：00）→生涯学習の館北側（14：30～15：10）→玉津小
学校（15：20～16：20）
■３月１日・15日・29日（水曜日）
　船屋集会所（10：00～10：40）→飯岡戻川集会所（11：00～11：30）→飯
岡公民館（13：30～14：30）→西福寺入口（14：50～15：20）→ＪＡ西条玉
津支所（15：40～16：10）
■３月８日・22日（水曜日）
　千野々バス停前（10：00～10：30）→舟形バス停横（11：00～11：30）→
新御堂児童公園（13：30～14：00）→野々市集会所（14：10～14：40）→橘
公民館（14：50～15：20）→神戸公民館（15：40～16：30）
■３月４日・18日（土曜日）
　飯岡西原集会所（10：00～10：40）→グリーンハイツ集会所（10：50～11：30）
→オレンジハイツグラウンド（13：30～14：20）→大町公民館（14：40～15：30）
■３月11日・25日（土曜日）
　石根公民館（10：00～10：40）→氷見西町集会所（11：00～11：30）→旧
西田郵便局横（13：30～14：10）→禎瑞中組（14：30～15：00）→八幡集会
所（15：20～15：50）
■３月５日・19日（日曜日）
　兎之山集会所（10：00～10：30）→ＪＡ西条神戸低温倉庫（11：00～11：30）→
ＪＡ周桑徳田支所（14：00～14：40）→ＪＡ周桑光下田出張所（15：00～15：40）
■３月12日・26日（日曜日）
　若葉町みんなの広場（10：00～10：30）→ファミリーハイツ北公園（10：50
～11:30）→田野公民館（14：00～14：40）→佐伯記念館（15：00～15：50）
※カワセミ号をご利用いただくには、西条図書館の「利用カード」が必要です。

▼３月のカワセミ号巡回コース▼　※（　）は停留時間

■特別休館のお知らせ
　蔵書点検・書庫整理などのため、次の日程で休館します。
〇西条図書館：３月７日㈫～15日㈬
〇東予図書館：３月２日㈭～10日㈮
〇小松温芳図書館：３月14日㈫～18日㈯

１組のカップル
と１組の夫婦、
そして一人の男
が繰り広げるボ
タンのかけ違っ
た恋愛模様。

出版：光文社

鬼の娘が初めて
人を食べる「お
食い初め」の餌
食となった若者
が、食われまい
と策を労します。

出版：福音館書店

ひなた
吉田修一／著

鬼の首引き
井上洋介／絵・岩城範枝／文

明屋敷238－2　　　　　 ℡0897－56－2668

周布427　　　　　　　　℡0898－65－4797

小松町新屋敷甲3007－1　℡0898－72－5634

小松町新屋敷甲3007－1　℡0898－72－5634

小松ゆかりの絵画と文化財　－古代から江戸時代まで小松の文化財を中心に－
　３月29日㈬まで開催中　
　小松町内の代表的な市指定文化財を展示しています。「小松藩
会所日記」や一柳直卿公の扁額から、考古学資料までを見ていた
だける展示です。小松ゆかりの絵画も継続して公開しています。

３月の休館日：毎週月曜日、14日㈫～18日㈯、22日㈬、31日㈮
開館時間：９時30分～17時30分

　各児童館で開催する催しや教室を紹介します。
詳しい内容や申込方法などは、各児童館へお問
い合わせください。

西条児童館　大町456－1　℡0897－56－2511
■親子体操（申込必要）
　３月14日㈫　10時30分～11時15分
　対象：２歳以上の幼児と保護者　定員：15組
■おはなし広場（英語絵本の読み聞かせ）
　３月16日㈭・30日㈭　11時～11時20分
■太極拳（申込必要）
　３月18日㈯　10時30分～11時30分
　対象：小学生以上　定員：15人
■ゲーム遊び
　３月25日㈯　14時～15時30分
　対象：５歳以上の幼児(保護者同伴)・小学生
■ビデオ上映「ぼくは王さま・他」
　３月29日㈬　10時30分～11時30分

西条西部児童館　氷見西新開59　℡0897－57－6061
■こども映画会「101匹わんちゃん」
　３月４日㈯　13時30分～15時
■ドッジボール大会（申込必要）
　３月25日㈯　10時30分～12時
　対象：小学生　定員：30人

東予西児童館　広岡甲92－2　℡0898－66－5342
■春休み料理教室（申込必要）
　３月29日㈬　11時
　サンドイッチを作ってみよう！
　対象：小学生　参加費：100円
■あぶりだし
　３月31日㈮　13時30分
　「あぶりだし」とは、果物の汁で紙に絵や文
字を描いて、乾いた後にその紙を火であぶると
描いた絵や文字が浮かび上がる現象です。
　いろいろな果物でためしてみよう！

丹原児童館　丹原町池田1802－3　℡0898－68－6960
■ゲーム大会
　３月12日㈰　14時
　もぐらたたきや、ジャンボ輪投げなどで遊ん
でみよう！　綿菓子作りコーナーもあります。
　ゲームコーナーでは賞品を用意しています。
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丹原東中学校
全国コンクールで優秀な成績を収める

２／12　市民の森　梅まつり １／22　西条市耐寒マラソン大会

２／５　西条市駅伝競走大会

丹原高等学校剣道部女子 ２年連続全国大会出場

２／12　第45回西条市少年剣道大会

　丹原高等学校剣道部
女子が県大会を見事に
勝ち抜き、３月27日か
ら愛知県春日井市で開
催される第15回全国高
等学校選抜剣道大会に、
昨年に引き続き２年連
続４回目の出場を果た
しました。
　現在女子部員は14人、
主将の佐伯沙織選手は、
「目標はベスト８以上」
と力強く抱負を語って
くれました。

　恒例の西条市少年剣
道大会が東予体育館で
開催されました。
　今年は県内ばかりで
なく韓国から仁川広域
市剣道会の剣士20人も
参加し、総勢7 5 0人が
参加する大規模な大会
となりました。
　会場は、気合の入っ
た剣士の声や応援に訪
れた人の歓声で、２月
の寒さを忘れる熱気に終日包まれていました。

　丹原東中学校の３人の生徒が全国コンクールで次々
に優秀な成績を収めました。おめでとうございます。

【写真左】第39回全国中学校文芸作品・歌曲創作コン
クール詩歌の部で特選・文部科学大臣奨励賞（全国一）
に輝いた近藤奈津希さん
【写真中央】第55回全国小・中学校作文コンクール中
学校の部で入選（全国から約２万作品の応募のうち上
位11作品）に輝いた河野冴香さん
【写真右】第59回芭蕉祭芭蕉翁献詠俳句学童の部で特
選（全国で９作品）に輝いた増田有沙さん

　西条市耐寒マラソン大会が、ひうち陸上競技場を発着
点として開催されました。
　市内各地から約600人のランナーが参加し、自己記録
の更新に挑んだり、自分のペースで無理なく走ったりと、
それぞれのペースでゴールをめざしていました。

　市民の森で梅まつりが開催されました。残念ながら、梅の開花は遅れま
したが、会場に訪れた方にはあたたかい抹茶や甘酒、つきたてのお餅がふ
るまわれ、梅林園の中でゆったりとした時間を過ごされていました。
　また、考古歴史館では“石鎚の花”写真展も行われました。

　西条市駅伝競走大会が、東予運動公園で行われました。
約75 0人が参加し、応援の保護者などを含めると約1500
人が中継地点である野球場付近に集まり、走者に声援を
送っていました。走者のみなさんは、小学生から一般の
方まで、そろって健脚を競いあいました。
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▲青木栄一名誉教授に
　よる基調講演 パネルトーキング

　第４代国鉄総裁として東海道新幹線建設に大きな功績を遺さ
れた、名誉市民・十河信二氏を顕彰するセミナーが総合文化会
　　　　　　　　　　館で開催されました。
　　　　　　　　　　　当日は、東京学芸大学名誉教授の青木
　　　　　　　　　　栄一氏による「戦後日本の鉄道近代化と
　　　　　　　　　　十河信二」と題した基調講演、工学院大
　　　　　　　　　　学教授の後藤治氏やＪＲ四国代表取締役
　　　　　　　　　　社長の松田清宏氏らを招いての、鉄道遺
　　　　　　　　　　産等をテーマとしたパネルトーキングが
　　　　　　　　　　行われ、約2 0 0人の聴講者は熱心に聞き
　　　　　　　　　　入っていました。

　今回で50回目を迎える「ボーイスカウト研究発表会」が中央
公民館で開催され、県内各地から約340人のスカウトが日ごろ
の活動に関わる研究の成果を披露しました。
　子どもたちは、環境問題に対する考えや、災害時に役立つ知
識など、興味深い研究内容を元気いっぱいに発表していました。

　丹原文化会館で開催された「ミュージカル　オズの魔法使い
と夢の国」には、プロの劇団員とともにオーディションで選ば
れた市内小・中学生24人が出演。昨年９月から練習を重ねてき
た子どもたちは、舞台の上で生き生きと歌や演技を披露し、ミ
ュージカルのすばらしさを大勢の観客に伝えていました。

　全日本フットサル選手権で優勝するなど、日本トップクラス
のフットサルチーム「ＦＩＲＥ　ＦＯＸ」を講師に招き、西条
フットサル教室が総合体育館で開催されました。
　日本一の技術を習得しようと、参加した子どもたちは熱心に
指導を受けていました。

　このたび、東海大学と西条市との間で教育・研究交流協定を
締結することとなり、市庁舎において調印式が開催されました。
　調印式には東海大学から髙野二郎学長をはじめ大学関係者の
ご出席をいただき、髙野学長と伊藤市長がそれぞれ署名した後、
協定書の交換がなされました。
　市では「まちづくり」「環境・エネルギー対策」「産業振興」
などの行政施策の推進に当たり、かねてより東海大学から多大
な協力を得ており、現在も担当部局間の交流が続いています。
　また東海大学は、文化・産業・健康・福祉・スポーツ・環境
等々、幅広い分野で人材や知的財産を有しており、大学の所在
地にこだわらない多様な連携を積極的に行っています。
　本協定が締結されたことによって「東海大学における教育・
研究の充実」と「西条市における地域活性化」の両面において、
相互に多大なプラス効果が現れるものと期待されます。

　水の都である西条市は、開催予定競技の中でも、水のスポー
ツである「ボート」「カヌー」競技を積極的に応援するため、
日本ボート協会強化委員長の細田眞氏、愛媛県体育協会会長の
大亀孝裕氏をお招きし、セミナーを開催しました。
　講演では、ボート競技の現状や愛媛国体のボート競技を開催
するための準備などについて、熱っぽく語っていただきました。

１／22　オズの魔法使いと夢の国２／12　ボーイスカウト研究発表会

２／18　東海大学と教育・研究交流協定を締結２／10　「十河信二とその功績」セミナー

２／12　西条フットサル教室 with FIRE FOX

１／21　2017年愛媛国体開催に向けて
　　　　「ボート・カヌーで勝とう！」

十河信二氏
（1884～1981）

大亀孝裕氏

細田　眞氏

23 広報さいじょう　2006　　３月号



　

俳　

句	

稲
井
爽
秋　

選

病
臥
し
て
眺
め
る
白
衣
秋
深
む		

藤
間
松
美
音

柚
子
風
呂
の
柚
子
に
頬
ず
り
し
て
を
り
ぬ

	
	

高
橋
和
子

流
氷
の
去
り
は
じ
め
た
る
う
ね
り
か
な

	
	

山
内
清
和

南
天
の
赤
き
実
見
ゆ
る
垣
根
ご
し	

岡
田
久
夫

石
鎚
の
神
籤
見
せ
合
ふ
初
詣	

	

津
島
ミ
エ
子

下
萌
へ
て
明
る
き
丘
と
な
り
に
け
り	

伊
藤
つ
む
ぎ

一
気
に
春
手
足
の
軽
き
目
覚
か
な	

藤
崎　

泉

絵
の
ご
と
し
梲
う
だ
つ

の
郷
に
雪
降
る
は	

近
藤
ヤ
ス
子

　

川　

柳	

伊
藤
凡

　々

選

よ
ろ
こ
び
に
彩
が
あ
る
な
ら
う
す
み
ど
り

	
	

今
井
比
呂
之

言
い
訳
は
血
液
型
の
せ
い
に
す
る	

弓
山
鶴
子

向
い
合
う
人
が
居
て
こ
そ
う
ま
い
お
茶

	
	

杉
シ
ズ
子

メ
ー
ル
か
ら
洩
れ
た
吐
息
が
気
に
か
か
る

	
	

神
田
登
茂
子

土
壇
場
に
辛
棒
と
言
う
武
器
が
あ
る	

青
野
満
智
子

着
ぶ
く
れ
て
ヨ
ッ
コ
ラ
シ
ョ
ー
で
腰
を
上
げ

	
	

秦　

重
光

■
俳
句
・
川
柳
・
短
歌
作
品
募
集

　

作
品
（
俳
句
・
川
柳
・
短
歌
の
別
を
書
き
、
漢
字
に
は
ふ

り
が
な
を
振
っ
て
く
だ
さ
い
）
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
明
記
し
、
毎
月
１
日
ま
で
に
郵
送
・
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
合
せ　

〒
７
９
３―

８
６
０
１　

明
屋
敷
１
６
４

　

西
条
市
役
所　

総
務
課　

広
報
統
計
係

　

TEL
０
８
９
７―

５
６―

５
１
５
１
内
線
２
１
２
８

外国語指導助手
リチャード・

アラディスさん

リチャードの自己紹介No.11
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　こんにちは。私の名前は、リチャードです。
二ュージーランドから来ました。
　西条市立東予西中学校の英語指導助手です。
国安小学校、吉岡小学校、庄内小学校、庄内保

育園、富士保育園、北保育園へも行っています。
　日本での趣味は習字とバドミントンです。ニュ
ージーランドではホッケーとフリスビーをしてい
ました。日本の食べ物も好きです。
　日ごろは、よく自転車で移動していますので、
どこかで私が自転車にのっているのをみたら、声
をかけてください。
　よろしくお願いします。
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人権・同和教育シリーズ　No.16
一人一人の行動で

　　　　　小松中学校３年　戸 田　隆 光

　下水道に異物や油などが流れ込むと、下水管や
処理施設の故障の原因となり、維持管理費の増大
につながります。
　下水道はみんなで使う公共の財産です。次のこ
とに注意して、下水道を大切に使いましょう。

■排水口に異物を流さない
　排水口に目の細かい「こし網」を付けるなどし

て、調理くず・残飯などが流れ込まないようにし

てください。

　食用廃油（天ぷら油など）は紙でふき取り、ご

みと一緒に出してください。

■溶けない紙は流さない
　水洗トイレにはトイレットペーパー以外の紙を

流さないでください。ティッシュなど水に溶けな

い紙を流すと排水管が詰まる原因となります。

■汚水ますを清掃しよう
　月に１回程度、汚水ます内に付着している油や

ごみを取り除くだけで、詰まりや故障などを予防

できます。

　特に飲食店などで油を多く使用する方は、グリ

ストラップ（阻集器）などの清掃を定期的に行っ

てください。

■食器を洗う前に
　　　　ボロ布でふこう
　食べ物は残さないよう、きれいに食べましょう。
　残った汚れは、ボロ布などで拭いてから洗いましょう。

※スプーン１杯の油が流れた川をきれいにするには、浴槽25杯
　の水が必要になります。

ありがとうございました
　次の方々からご好意、ご寄付等をいただきました。厚くお礼申し上

げます。（順不同　敬称略）

■まごころ銀行へ　▽皆見哲子（大町）、▽伊丹貴敏（周布）、▽日野

重貞（国安）、▽檜垣直重（安用）、▽岸畑サワ（周布）、▽長井　弘

（黒谷）、▽藤田研吾（今在家）、▽山内聖臣（北条）、▽桑村正博（三

津屋南）、▽秋川多 （明理川）、▽桧垣和俊（安用）、▽森川　壽（楠）、

▽砂田宏司（三津屋南）、▽一色　清（小松町新屋敷）、▽渡邊チヨ子（小

松町新屋敷）、▽ボーイスカウト西条地区丹原第一団、▽黒住教周布

教会所婦人会、▽大正琴　琴扇ゑ会、▽三芳地区民生児童委員協議会

■老人ホーム明水荘へ　▽生け花指導　稲住育子（下島山甲）、▽散

髪　伊藤泰博（明神木）、▽新聞　芥川秀人（神拝甲）、▽押し花指導

　佐藤ミヨ・秋月理作子（大町）

■老人ホーム石燧園へ　▽縫物奉仕　周桑天理教婦人部
■特別養護老人ホーム道前荘へ　▽三味線演奏　桑村社中、▽喫茶・
カレンダー作り・紙芝居　コープえひめ福祉グループ

■西条市へ　▽現金　丹原町商工会
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り
学
習
を

積
み
重
ね
て
い
く
中
で
、
い
じ
め

る
人
に
問
題
が
あ
る
こ
と
。
ま
ず
、

い
じ
め
る
人
を
無
く
す
こ
と
が
大

切
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。

　

中
学
校
最
後
の
文
化
祭
に
向
け

て
合
唱
の
練
習
を
し
て
い
た
と
き

の
こ
と
で
す
。
み
ん
な
の
歌
声
が

一
つ
に
な
ら
な
い
。
そ
の
原
因
は

Ａ
君
だ
と
非
難
し
始
め
た
の
で
す
。
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中央保健センター　℡0897‒52‒1215　神拝甲324‒2　総合福祉センター内　
東予保健センター　℡0898‒64‒5333　周布606‒1　東予総合福祉センター内
丹原保健センター　℡0898‒68‒7300　丹原町池田1762‒1　丹原総合支所北隣
小松保健センター　℡0898‒72‒6363　小松町新屋敷乙48‒1　小松地域福祉センター内

子育て総合相談窓口で

お待ちしています！

　子育てを一人で悩ま
ないために、気軽にご
利用いただける子育て
総合相談窓口を開設し
ています。この相談窓

口も妊婦の方、乳幼児を持つ保護者や家族の
方にご利用いただき、徐々に情報交換や仲間
づくりが広がりつつあります。
　妊娠・出産のこと、育児や発達のちょっと
した心配ごとなどについて専門スタッフ（助
産師・保育士・保健師・栄養士・家庭児童相
談員など）が一緒に解決方法を考えます。身
体計測コーナーもありますので、お気軽にご
利用ください。
　特に、母乳育児を考えていらっしゃる方は
ぜひのぞいてみませんか？
　予約は必要ありませんので、都合の良い時
間帯にお越しください。
※２週間以内に感染症にかかった方、接触さ

れた方、治られて間もない方につきまして
は、ご遠慮ください。

日時　毎週火曜日　10時～15時
場所　総合福祉センター（もてこい元気館）
　　　２階　健康指導室
問合せ　中央保健センター

　子育て総合相談窓口の、親しみやすい愛

称を募集しています。

　中央保健センターで直接応募するか、電

話・郵便などでご応募ください。

締切　３月24日㈮

応募先　中央保健センター

変わります！麻しん・風しん予防接種

　『予防接種法』の一部改正により、平成18年４月から、麻しん・風しん予
防接種の対象者と接種方法が変わります。

麻しん・風しん混合ワクチンを
２回（１期・２期）接種

生後12カ月～７歳６カ月未満
第１期：生後12カ月～24カ月未満
第２期：小学校就学前の１年間
　　　　（５歳以上７歳未満）

麻しんワクチン１回接種
風しんワクチン１回接種

平成18年３月31日まで

実施方法

対象年齢

平成18年４月１日から

◎対象年齢が短縮されます。
◎単独ワクチンから混合ワクチンへ変わります。

次の方は、４月から無料接種が受けられなくなります！
平成18年３月31日までに必ず接種しましょう！

　①今までに、麻しん・風しんのどちらか一方でも接種した方
　②７歳以上の方は、対象外となります。
※①・②に該当する方は、平成18年４月１日以降の麻しん風しん混合ワクチ

ンを接種することはできません！
　（平成18年４月以降の接種は任意接種となり、有料です）

※注意してください！
　平成18年４月以降は、第１期・第２期の接種対象年齢に該当する方で、
麻しん・風しんを両方とも接種していない方、または、両方ともかかっ
たことがない方が、麻しん風しん混合ワクチンの対象になります。

詳しくは、中央保健センターへお問い合わせください

▼ウォーキング完了認定者
　１月に完了認定証を交付した方は、
次のとおりです。（敬称略）
◆四国一周コース（940km）
　豊田明良（飯岡）
　眞木洋子（桑村）
　長井辰夫（丹原町徳能）
　今井サツキ（丹原町池田）
◆九州一周コース（1,840km）
　直野輝久（三津屋）
◆北海道一周コース（2,190km）
　元根　功（氷見乙）

▼歩け歩け教室のつどい
○小松保健センター
　３月７日㈫　9時30分～
○小松農村環境改善センター
　３月14日㈫　9時30分～
※ご希望の方はどなたでもご参加くだ

さい。
○問合せ　小松保健センター

◆全国一周コース（10,310km）
　岸田千寿子（国安）
　眞木千博（桑村）

▲おめでとうございます
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不健康な生活習慣

予備軍　肥満・高血糖・高血圧・高脂血　など

メタボリック・シンドロームとしての
生活習慣病

生活機能の低下　要介護状態

不適切な食生活（エネルギー・食塩・脂肪の過剰摂
取等）、運動不足、ストレス過剰、飲酒、喫煙など

肥満症、糖尿病、高血圧症、高脂血症　など

虚血性心疾患（心筋梗塞・狭心症）、脳卒中（脳出
血・脳梗塞等）、糖尿病の合併症（失明・人工透析
等）など

半身の麻ひ、日常生活における支障、認知症など

　日本は世界有数の長寿国ですが、実は死亡原因の約６割は、
生活習慣病によるものです。
　生活習慣病は、たとえ一つの病気が小さくとも、異常が重な
ると重症化し、死に至るおそれがあります。健康を守るために
は、毎日の生活の中で自分の体にもっと興味を持つこと。そし
て、『１に運動、２に食事、しっかり禁煙、最後にクスリ』を
健康づくりの合言葉に、生活改善に取り組みましょう!!

　メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）とは、内臓肥
満の蓄積をベースに高血糖・高脂血症・高血圧など動脈硬化の
危険因子を２つ以上持つ状態をいいます。
　一つひとつの異常は軽くとも、複数の危険因子が重なると動
脈硬化が急速に進み、脳卒中や心筋梗塞などの循環器病を発症
しやすくなり、段階的に進行していきます。（左図参照）
　早めの予防が大事です!!!

　グラフ①は、平成17年度の基本健
康診査受診者の、生活習慣病を持つ
割合をグラフに表したものです。
　男女ともに、約半数の受診者が高
脂血症を持っており、続いて、高血
圧・糖尿病の順になっています。

　また、グラフ②を見ると、肥満者に高血圧・高脂血症・糖尿病の異常所見を持つ割合が高くなっています。グラフ③を見
ると、肥満のある方の62.1％は、高血圧・高脂血症・糖尿病のいずれか１つの生活習慣病を併せ持っており、さらに、２つ
の生活習慣病を併せ持っている方は33.2％、３つすべての生活習慣病を併せ持っている方は4.7％います。

生活習慣病の予防には、若いころから早めの対応が必要です。
保健センターでは、１年を通して、運動・栄養・相談・検査等を含めた生活習慣予防教室を実施いたします。
４月３日から申込を受け付けますので、ぜひお申し込みください。詳しくは、４月号広報に掲載いたします。

：肥満の人で、３
異常所見すべてあ
る人は　  4.7％
（データ判定による）

：肥満の人で、い
ずれか２異常所見
ある人は 33.2％

：肥満の人で、い
ずれか１異常所見
ある人は 62.1％受

診
者
の
う
ち
肥
満
の
人
が

約
24
・
７
％
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※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、小松：小松保健センター
※母子健康手帳を持参してください。
※対象地区の場所以外で受診される場合は、あらかじめ中央保健センターへご連絡く
　ださい。

３月の乳幼児健康診査
内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

16日(木) 13：00～14：30 中央 西条
15日(水) 13：00～13：30 東予 東予平成17年11月１日～

11月30日の出生児
平成17年10月１日～
11月30日の出生児22日(水) 13：00～13：30 小松 小松

１歳６カ
月児健診 ９日(木) 13：00～14：30 中央 西条

平成16年８月１日～
８月31日の出生児

１日(水) 13：00～13：30 東予 東予・丹原・小松

３歳児
健診

２日(木) 13：00～14：30 中央 西条平成15年２月１日～
２月28日の出生児８日(水) 13：00～13：30 東予 東予・丹原・小松

健康づくり・生きがいづくり講座受講生募集

　国から委託された「えひめ社会保険センター」が、年
２回実施している健康づくり・生きがいづくり講座の前
期（４月～９月）受講生を募集します。
場所　総合福祉センター（もてこい元気館）
受講料　15,500円
申込方法
　３月６日以降に、えひめ社会保険センター（松山市
永木町２丁目１－48・TEL089－941－3301・URL http://
www.ehime-iinet.or.jp/esc/）へ電話でお申込みください。
内容

太極拳

ホームヨーガ①

ホームヨーガ②

ハワイアン・フラダンス

４月～９月中の
水曜日（18回）
４月～９月中の
木曜日（18回）
４月～９月中の
金曜日（18回）
４月～９月中の
金曜日（18回）

10時～11時30分

19時～20時30分

10時～11時30分

13時～14時30分

山中絹子

金村紀子

金村紀子

ロケ・ナニ田中

講座名 講師曜日（回数） 時間

■赤ちゃん健康情報　
◆チェリーくらぶ

　子どもが遊んだり保護者の方が気軽にお

しゃべりのできる空間を提供しています。

○日時　毎週月・木曜日　９時～16時

○場所・問合せ　小松保健センター

◆乳幼児相談

３/13㈪　中央保健センター

３/15㈬　丹原保健センター

３/17㈮　小松保健センター

３/27㈪　東予保健センター

■成人向け健康相談　

◆健康相談

３/１㈬　中央保健センター

３/２㈭　飯岡公民館

３/３㈮　玉津公民館

３/６㈪　加茂町集会所

３/７㈫　禎瑞クロッケー場

３/８㈬　西条公民館

３/10㈮　神戸公民館

３/10㈮　橘公民館

３/22㈬　氷見公民館

３/24㈮　大町公民館

３/24㈮　神拝公民館

◆健康栄養相談

３/８㈬　田野公民館

３/10㈮　小松保健センター

３/14㈫　丹原保健センター

３/17㈮　中川公民館

３/24㈮　東予保健センター

■産業保健健康相談
　健康管理や生活習慣病の予防等について

認定産業医が相談に応じます。

○日時　３月23日㈭　13時～15時

○場所　西条商工会議所２階小会議室

○対象　働いている方

○申込み　地域産業保健センタ─（TEL0897

－36－1788）・西条市医師会（TEL0897－

56－2211）

■３月の献血日程
３/９㈭　四国電力㈱西条営業所

○問合せ　西条保健所　TEL0897－56－1300

9:30～11:00

9:30～11:00

9:30～11:00

13:30～15:00

9:00～11:00

10:00～11:30

14:00～15:30

9:30～11:00

13:30～15:30

13:30～15:00

13:30～15:00

14:00～15:30

9:30～11:00

9:30～11:00

13:30～15:00

9:30～11:00

9:30～11:30

9:30～11:00

13:30～15:00

9:30～11:00

10：00～11:00

救急医療について

　救急医療には、一次・二次・三次があり、傷病の程度に応じて適切な医療が受
けられるよう医療機関の連携を図りながら対応しています。
■一次救急医療とは
　比較的軽症の救急患者の外来診療を行います。手術や入院が必要な場合は二次
救急医療機関に転送します。西条市では、休日・夜間において診療所および病院
が当番制で対応しています。
■二次救急医療とは
　入院・手術が必要な重症患者に対する救急医療です。西条市では、５つの救急
指定病院が対応しています。
■三次救急医療とは
　生命の危険に瀕している状況で、高度な医療が必要なときに対応します。
　県内には４カ所あり、東予地域は東予救命救急センター（県立新居浜病院内）
が指定機関です。
※当日の救急当番医を確認される場合は、テレホンサービス（TEL0897－58－2200）

にお問い合わせください。

　救急医療は、急なけが・病気をしたときに、24時間体制で診療を行うものです。
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定 期 無 料 相 談

◆土地家屋調査士・司法書士法律無料相談
日時　４月１日㈯　10時～15時

場所　中央公民館１階会議室（東予体育館横）

問合せ　TEL0898－68－4220

◆交通事故に関するご相談は、自動車保険請求相談センターへ
　自動車保険請求相談センターは、社団法人日本損害保険協会

が全国に設置している相談機関です。

　交通事故に関することであれば、相談員が電話・面談などで

相談にあたります。弁護士相談を希望する場合は、電話で予約

してください。

　相談は無料ですので、お気軽にご相談ください。

問合せ　松山自動車保険請求相談センター　TEL089－945－2335

◆気をつけよう！「振り込め詐欺」
　近年、いわゆるオレオレ詐欺や架空請求詐欺、融資保証金詐

欺など「振り込め詐欺」の被害が多発しており、その手口は日

々多様化、巧妙化しています。

　しかし、事前に十分な情報や対策法を知っていれば、被害を

未然に防ぐことが可能です。また、「おかしい」と感じたとき

には、すぐにお問い合わせください。

問合せ
　市庁舎本館市民相談課　TEL0897－56－5151内線2465

　東予総合支所総務課　　TEL0898－64－2700内線315

　丹原総合支所総務課　　TEL0898－68－7300内線230

　小松総合支所総務課　　TEL0898－72－2111内線212

■人権相談
○３月14日㈫　13時～17時　東予農村環境改善センター

　問合せ　東予総合支所総務課　TEL0898－64－2700内線315

○毎週月・水・金曜日　９時～16時　松山地方法務局西条支局

　問合せ　西条人権擁護委員協議会　TEL0897－56－0188

■行政相談
○３月７日㈫　13時～15時・４月４日㈫　13時～16時

　東予総合支所第１会議室

　問合せ　東予総合支所総務課　TEL0898－64－2700内線315

○３月13日㈪　13時～16時　　市庁舎本館市民相談課

　問合せ　市庁舎本館市民相談課　TEL0897－56－5151内線2462

○３月14日㈫　９時～12時　丹原福祉センター

　問合せ　丹原総合支所総務課　TEL0898－68－7300内線230

○３月15日㈬　13時～16時　小松農村環境改善センター

　問合せ　小松総合支所総務課　TEL0898－72－2111内線212

■法律相談　事前に予約が必要。（予約受付は３月１日～）

　内容　弁護士が担当(定員15人、１人15分)

○３月８日㈬・22日㈬　13時～17時　市庁舎本館市民相談課

　問合せ　市庁舎本館市民相談課　TEL0897－56－5151内線2462

○３月15日㈬　13時～17時　東予総合支所第１会議室

　問合せ　東予総合支所総務課　TEL0898－64－2700内線315

■心配ごと相談
○総合福祉センター（もてこい元気館）

　月～金曜日（21日を除く）　13時～16時

○東予総合福祉センター（ほほえみプラザ）

　月・金曜日　９時～12時

○丹原福祉センター　毎週火曜日（21日を除く）　９時～12時

○小松地域福祉センター　毎週水曜日　13時～16時

　主催　社会福祉協議会

■司法書士法律無料相談
　３月14日㈫　10時～12時　東予総合支所第１会議室

■社会保険等相談
　３月９日㈭　10時～16時　東予総合支所第１会議室

　問合せ　市庁舎本館商工振興課　TEL0897－56－5151内線2547

■社会保険出張相談
○３月15日㈬・30日㈭　10時～15時30分　西条商工会議所

○３月16日㈭　10時～15時30分　東予市商工会議所

　問合せ　新居浜社会保険事務所　TEL0897－35－1300

■子育て相談
◆医療カウンセラーによる専門的相談
　毎週土・日曜日、祝日　10時～16時

　総合福祉センター（もてこい元気館）

　問合せ　地域子育て支援センター「ひだまり」　TEL0897－55－1018

※平日は、次の地域子育て支援センターでも子育て不安等に対す

る相談を行っています。

　○ひだまり　　総合福祉センター内　TEL0897－55－1018

　○おさなごゆめの城　飯岡保育園内　TEL0897－55－2311

　○らっこ・はうす　東予南保育所内　TEL0898－64－3112

　○たんぽぽくらぶ　小松東保育所内　TEL0898－72－2538

■青少年電話相談
ヤングテレホン

　TEL0897－52－2828（青少年育成センター）

　月～金曜日　８時30分～17時

　TEL0897－56－4976（西条警察署）　TEL0898－65－4976（西条西警察署）

ヤングホットライン

　TEL089－945－4115（松山教育事務所）　月～金曜日　９時～18時

■消費生活相談
　月～金曜日　９時～16時

○西条地方局くらしの窓口　直通電話番号：TEL0897－56－3700

○各地方局・県生活センター　共通電話番号：TEL0570－700－370

■交通事故相談　事前予約が必要
　一般相談：月～金曜日　９時～16時　弁護士相談：３月20日㈪

　場所　西条地方局４階　TEL0897－56－1300内線251

■土地建物取引相談
　３月８日㈬　13時～15時　宅建協会西条支部（兵庫ビル２階）

　問合せ・主催　宅建協会西条支部　TEL0897－55－0988

■土地建物取引相談、住宅に関する無料相談
　３月10日㈮　13時～15時　東予市商工会議所　TEL0898－64－5000

　主催　宅建協会周桑支部、東予市商工会議所

■お酒の悩み相談
　３月22日㈬　18時～19時　総合福祉センター３階第１会議室

　問合せ　西条断酒会　TEL0897－55－8030　担当：辻本

■補聴器相談会
　３月15日㈬　10時～15時　市庁舎本館101会議室

　３月15日㈬　10時～15時　東予総合支所第２会議室

　問合せ　市庁舎別館社会福祉課　TEL0897－56－5151内線2326
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▼ 人口のうごき
人 口	 116,306人	（－77人）
男	  55,709人	（－28人）
女	 60,597人	（－49人）

世 帯   46,252世帯	（＋9世帯）

平成18年1月末日現在
住民基本台帳登録数

▼ テレホンサービス
■市政だより
　0897－53－1500（常時）
■当番病医院
　0897－58－2200（常時）
■災害情報
　0897－55－5551（発生時）
■民話テレホン
　0897－52－1270

▼ 編 集 後 記

第
11
回
　

市
天
然
記
念
物
の
桜
「
陽
春
」

※当直病医院は変更する場合がありますので、受診をされる方は各病医院もしくはテレホンサービスで確認をしてください。
　夜間当番病医院は、  でお知らせしています。

３/５
内科 宮島小児科 こまつ医院（大町） （小松町新屋敷）

外科 おち医院 弓山外科（明屋敷） （三津屋）

３/12
内科 和田内科皮膚科 井上医院（大町） （壬生川）

外科 済生会西条病院 佐伯産婦人科（朔日市） （北条）

３/19
内科 済生会西条病院 河野内科（朔日市） （丹原町寺尾）

外科 松本整形外科 奥田外科（神拝甲） （三津屋南）

３/21

３/26

内科 あぜち内科 玉置内科小児科（樋之口） （上市）

外科 伊賀整形外科 あおの循環器科（玉津） （丹原町今井）

℡55－2615

℡53－9360

℡55－0515

℡55－5100

℡55－5100

℡52－1011

℡52－1630

℡52－0800

℡72－5862

℡64－3182

℡64－2433

℡64－1166

℡73－2950

℡64－3331

℡66－3735

℡68－3300

内科 篠原内科外科耳鼻科 伊藤医院（大町） （三津屋南）

外科 矢野外科胃腸科医院 飯尾皮フ泌尿器科（古川甲） （周布）

℡56－3521

℡55－1777

℡64－2384

℡64－5577

Ｎ
陽
春

中山川

新
来
見
橋

湯
谷
口
バ
ス
停

←
西
中
入
口
バ
ス
停

←至松
山

R11

丹
原
西
中

主要地方道壬生川丹原線→

　現在、４人の西条市高齢者交通安

全アドバイザーが２人１組で市内の

高齢者宅を訪問し、交通安全指導や

危険個所の情報収集などを行ってい

ます。（８ページ参照）

　この時季は、自動車の運転免許を

取得される方も多いと思います。教

習所で習ったことは、自分の命だけ

でなく他人の命にも関わること。交

通事故をなくすには、初心者も熟練

者も初心を忘れず、安全運転に心が

けることが大切です。

　急ぐ気持ちを抑えて、ゆとりある

運転を！　　　　　　　　　（ト）

　

丹
原
町
来
見
に
１
本
の
大
き
な

桜
の
古
木
が
あ
り
ま
す
。

　

１
９
１
４
年
、
近
く
に
農
業
用

水
が
で
き
た
の
を
記
念
し
て
、
当

時
の
中
川
村
長
が
植
え
た
桜
と

伝
え
ら
れ
て
お
り
、
樹
齢
が
約
90

年
、
樹
高
約
15
㍍
、
枝
張
り
約
18

㍍
、
目
通
り
約
２
・
５
㍍
の
立
派

な
木
で
す
。

　

こ
の
桜
の
木
は
、
平
成
２

年
に
旧
川
内
町（
現
東
温
市
）

の
高
岡
正
明
氏
に
よ
っ
て
発

見
さ
れ
た
珍
種
で
、「
陽
春
」

と
い
う
名
前
で
登
録
さ
れ
ま

し
た
。

　

白
く
淡
い
ピ
ン
ク
色
の
花

で
、
花
心
を
包
み
込
む
よ
う

な
優
雅
な
形
を
し
て
お
り
、

１
週
間
程
度
経
過
し
て
も
花

心
が
黒
く
な
ら
な
い
の
が
特

徴
で
す
。
ま
た
、「
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
」や
ア
メ
リ
カ
産
の

「
ア
ケ
ボ
ノ
」は
病
気
に
か
か

り
や
す
く
樹
齢
が
比
較
的
短
い
の

が
欠
点
で
す
が
、「
陽
春
」は
病
気

や
胴
枯
れ
に
も
強
い
品
種
で
す
。

　

市
の
天
然
記
念
物
に
も
指
定
さ

れ
て
お
り
、
春
に
は
枝
い
っ
ぱ
い

の
花
を
咲
か
せ
、
周
囲
の
田
園
風

景
と
一
体
と
な
り
、
の
ど
か
な
風

情
を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。

■
所
在
地　

丹
原
町
来
見

■
管
理
者　

　

丹
原
町
土
地
改
良
区

■
駐
車
場　

な
し

市天然記念物の桜「陽春」

31 広報さいじょう　2006　　３月号



全席指定　Ｓ席・Ａ席：残りわずか！　Ｂ席：4,500円
※小・中・高校生は2,500円

写真（川畠成道）／ビクターエンタテインメント・写真（西本智実）／塩澤秀樹

曲目：ヴァイオリン協奏曲 ＜チャイコフスキー＞
　　　交響曲第９番「新世界より」＜ドヴォルザーク＞　ほか

日 14時30分開演　 総合文化会館大ホール

土 開場：13時30分　開演：14時

14時頃からホワイエにて、プレ・コンサートを開催。お早めにお越しください。

丹原文化会館小ホール

土 開場：18時30分
開演：19時

入場料：500円
※未就学児の方は母子室をお買い求めください。

丹原文化会館大ホール

　ハーモニカ・ギター講習会で、１年間練習を
積み重ねてきた成果の発表会です。
　お楽しみください。

入場：無料

主催：丹原文化会館スタッフ会　共催：丹原文化会館

１年間のホールオペレーター養成講座の成果を発表！
照明・音響にも注目のビッグバンドライヴ

出演：クラッシュ・ジャズ・オーケストラ　ほか

月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 主　催（問合せ）

月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 主　催（問合せ）

▼ 総 合 文 化 会 館

▼ 丹 原 文 化 会 館

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。

【３月の休館日】 毎週月曜日、22日㈬

【３月の休館日】 毎週月曜日、22日㈬

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。

 9：30 大ホール

展 示 室

小ホール

大ホール

小ホール

大ホール

大ホール

大ホール

10：00 ＮＡＫ西条支部
℡0897－56－7543　川口５３ 日 第11回　西条アマチュア歌謡祭

 9：00 守拙会　℡0897－55－4294　荒木

総合文化会館友の会
℡0897－53－5500　友の会事務局

西条市
℡0897－53－5500　総合文化会館

鳳凰歌謡クラブ
℡0897－55－4210　青野

西条竹ダンス
℡0897－56－6348　若原

朝日新聞社　℡089－921－5155

守拙会（書神会一門）グループ書展
※17時まで展示。最終日は16時まで。

18：00 18：30 明治大学校友会西条地域支部
℡0897－55－3225　青野12 日 明治大学マンドリン倶楽部西条公演

ゲスト：デュークエイセス

19：00 19：3015 水 友の会自主事業　懐メロコンサート
司会：らくさぶろう

13：45 14：3019 日 川畠成道with西本智実＆
関西フィルハーモニー管弦楽団

無　料

無　料

Ｓ席 5500円
Ａ席 5000円
Ｂ席 4500円
学生 2500円

21 火 社交ダンスパーティー

 9：30 10：00

11：30 12：00

26 日 鳳凰歌謡クラブ　第４回歌謡祭

1000円

10：30
13：30

11：00
14：0029 水

無　料

ふじ美会　℡0898－68－7817３ 12：00 大ホール５ 日 第16回　ふじ美会舞踏発表会 12：30

望月楽器㈱東予店　℡0898－64－229012：30 大ホール12 日 ヤマハ音楽教室発表会 13：00 無　料

無　料

丹原文化会館　℡0898－68－355513：30 小ホール18 土 ハーモニカ・ギター発表会 14：00 無　料

丹原文化会館　℡0898－68－355518：30 大ホール25 土 ワン・コイン・スウィング・ライヴ 19：00  500円

無　料
整理券必要

引換券必要

大人
前売：3000円
小・中学生
前売：2000円

10

12

～ 金

日

～

朝日ファミリー劇場　ぬいぐるみ人形劇
「白雪姫と７人のこびと」 ※２回公演

総合文化会館　℡0897-53-5500
丹原文化会館　℡0898-68-3555
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